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- 工期短縮

・高品質
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・低コスト
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私 の 空 間 作 法

日 本 理 接 也 会 ・ 全 員 作 品 特 車

作

口

口口

2006 

募 集

「建築と社会」平成2 0年 1月号の

「第 1 4回会員作品特集号“ 私の空間作法" J  

「建築と社会J 1月号では会員作品発表の場として、 “第

14回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、ランドスケ プデザイン、インテリアデザ

イン、まちづくり、アート等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、 C G等の別を問いません。

みなさまの個I性あふれる作品の応募をお待ちしております。

※  

- 提出資料

作品は、竣工作品、計画案を問いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1  写 真 外 観 ・ 内 観 ・ディテ j レ・模型写真等のブリ

ント

Ｈ サイス Ｎ はキャビ ネ 判程度、 ＵｾＶ 枚〉

2.  C G等 パース、コンセプト図等

( パースの写真撮影等は致しかねますので¥

印刷原稿となる状態でお願いします)

3  概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4. 説明文作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

- 掲載に際しての補足

1  掲載料は無料です。昔、面は白黒ぺ ジとなります。

2. 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3. 掲載頁数は、原則として 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

4. 建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5. 作品の掲載順及び誌面レイアウ トを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

・原稿期 日及び送付先

1 期 日 2007年9月28日( 金) 必着

2 送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号J 係

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイス. マートピル7階

TEL. 06-6946-6981 FAX. 06-6946-6984 

建築と社会 ・2∞7.9 1  



平成19年度

建築工事実務講習会

* CP D対象

本講習は、(紛大阪府建築士会 ( 7

単位) 及び(他日本建築家協会 ( 6  

単位) のCP D認定講習です

日本建築協会

& 血

耳目

と き 2007年10月11 日(木)

午前 9時15分~午後 5時15分

ところ 大阪府建築健保会館

6階 ホ ル

大阪市中央区和泉町2ート11

TEL 06-6942-3621 

定 員 100名 (先着順)

受講料 15，000円 (含テキスト代)

* 消費税を含む

* テキス卜は、当日配布

- 趣旨と内容

・本講習会は、建設業はもとより、官

公庁・設計事務所 ・設備会社など幅

広い分野の技術者を対象としたもの

です。

・現場実務の基礎である「施工計画j

と、「仮設見積」に重点をおき 、議

_ . j L _ 一品リ吉 __J L. _____. I  L . - - I  Ii-<. 義しま す。

l  ｣ 二ヨ亡口亡コｾ門 ・ 都市環境の変化に伴う法令 ・ 基準の
日二コ亡二コ1乙二コι 二コハ

ム 工 ヨ 亡 コ コ C I J '[ i l l bl 改正なども加え、技術の進歩に即応

Lι 」 財 官L豆 ぷO- ' J - ? 十 4 伽回 した知識の習得をはかります。

限 戸 11 n Y 健揖蜘「一躍|

lTDI 閣 同 日L ・交 通 山 谷 町 線 中 央 線

戸 二 二 亘 五 三 . - = - . ; : 一千「ド『 谷町四丁目駅 8 号出口より徒歩 5 分

. 申込要領

下記受講申込書に、必要事項をご記入

の上FAXでお送りいただくか、 下記

①~③の事項を E-mai lにてお知らせ

下さい。受講料は、銀行振込・郵便振

替等で納入して下さい。受講料入金確

認後、受講券をお送りいたします。

・申込先

附 日本建築協会

〒540-6591 大阪市中央区大手前1 - 7-31

OMMビJ レ7F

TEL :  06-6946-6981  FAX:  06-6946-6984 

E-mai l :  ji gyoka@aaj.or.j p  

URL :  http:/ /www.aaj .or. jp  

・受 付 時 間 毎日、午前 9 時半~午後

5 時半。ただし、土・日 ・祝日を除く 。

・詳細は、事務局編集事業課へお間合

わせ下さい。

- 三井住友銀行

大阪中央支庖 (普通卜<J o. 860034)

・三菱東京UF J 銀行

瓦町支庖 (普通No. 210054)

・ りそな銀行

北浜支庖 (普通No. 272234)

・郵便振替口座 00910-9-39975 

. 科目 ・講師

施 工 計 画

平 野 剛氏

鹿島建設制関西支庖建築部

生産計画グループ課長 (技術担当)

河野浩司氏

附竹中工務庖大阪本庖

建築技術部副部長技術担当

施工計画は、品質を確保し、安全で能

率よく経済的に本体工事を進める鍵を

にぎっています。この講習会では、仮

設から地下、躯体、仕上内設備にわた

り、適切な施工計画の要点をわかりや

すく解説します。

仮 設 見 積

阪 井 聡氏

附大林組本庖建築生産妓術部

仮設見積り ・施工計画ー1グループ長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面

があ って、ついつい単位面積当たり 、

あるいは請負金比率のみで処理されが

ちです。施工計画に基づいた合理的で

迅速な見積方法を解説します。

- -同ーーーーー司 ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキ リ ト リ 斜l' ーーーーーーーー一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一ー・ーーーー四ーーーーー司ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー

平成19年度建築工事実務諦習会 受 講 申 込 書

民斗一一ー←ー

社団法人 日本建築協会御中

① 郵 便 番 号

② 所 在 I由

③ 事 業 所 名

(または氏名)

③ 担 当 責 任 者

⑤ 電 話 番 号

③ 受講料支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行娠込

③ 会 員 区 分 - 当会会員 - 大阪府建築士会会員

- 大阪府電子調達( 電子入キυ説明会ニュース川1

大阪府では、平成20年度の電子入札の全面導入に向けて、電子入札に必要な

IC カードの登録や電子入札システムの操作方法等について説明会を開催。

対象 電子入札に必要な ICカードを取得されていない方

電子入札システムの操作説明について受講されていない方 等

会場 NT T西日本大阪研修センター; 大阪市都島区東野田町4-15-82

J R、京阪電車京橋駅徒歩10分。地下鉄長堀鶴見緑地線京橋駅徒歩 5分

定員 各回300名 (定員になり次第、受付終了)

申し込みは電子調達ホームページで。

h口p: //www.pref .osaka. jp/kei yaku/e-nyusatsu/  

問い合わせは、大阪府総務部総務・ 電子誠達グル プ TEL 06-6941-0351  

2  

年 月 日

⑤ 受 講 者 氏 名 ①年齢

- 郵便振替 (いずれかにO印を付して下さい)

• J I A会員 (No - 無所属

※受 ｊ ｾｾｉ Ｚ ｉ Ｇ ｉ 込山が足り立い地合は、組写して下さい 。

開催日 時間 対象業種 受付開始時間

第 1 回 9 月25日(火) ＱＰ ＺＰ ＰｾＱＱ＠ :30 

建設工事

9  :  30 

測量建設コンサル:$1ン 卜

第 2 回 9 月25日(火) ＱＳＺＳＰ ｾ ＱＵＺＰＰ＠
建設工事

13:  00 
測量建設コンサル宮ント

第 3 回 9 月25日(火) ＱＵＺＳＰ ｾＱＷＺ ＰＰ＠
物品

15:  00 
委託役務

第 4 回 9 月26日(水) ＱＰＺＰＰ ｾ ＱＱ＠ :30  

建設工事

9  :  30 
測量建設コンサルヲン 卜

第 5 回 9 月26日(水) ＱＳ ＺＳ ＰｾＱＵ Ｚ ＰＰ＠
物品

13 :  00 

委託役務

第 6 回 9 月26日(水) Ｑ ＵＺＳＰｾＱＷ Ｚ Ｐ 。
物品

15: 00 

委託役務
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- 特集予告

10月号/ 第54回膏年 技 術 者

11 月号/ ガラスを考える

12月号/ 楽しい構造の世界

一
一
一

郷

会

治

駄

修

人

央

志

行

間

山

肌

郎

修

惜

兇

良

一

樹

人

友

会

総

誠

和

義

子

志

昭

飴

♂

吠

揃

江

明

進

則

子

ト

と

明

代

惨

彦

紀

齢

明

年

次

幸

術

司

信

会

隆

子

紀

彦

洋

吊

内

科

正

勝

宏

版

図

太

賃

設

三

梓

和

淡

位

秀

篤

正

科

英

正

忠

利

制

述

書

き

v

h

割

和

章

干

事

勝

F

H

m
敬

俊

昌

俊

成

賢

仲

治

幸

員

奈

文

治

分

幸

和

分

糾

な

奈

副

委

比

)

升

野

野

備

制

岬

荊

井

列

制

服

野

升

谷

升

比

汗

瑚

羽

田

丸

元

岡

田

令

井

質

問

本

本

迫

L

M

制

嫁

内

上

垣

上

佐

川

町

測

四

川

野

田

谷

凹

目

創

木

升

竹

谷

間

濁

川

年

木

上

村

川

度

向

矢

安

設

赤

石

梶

河

近

谷

支

福

桝

宇

叫

臨

舷

平

藤

総

山

吉

法

赤

伊

片

金

谷

中

丸

儲

石

問

問

稲

池

岩

加

品

川

博

戸

納

西

芳

明

ω
防

荒

今

大

虎

前

雨

森

川

赤

H

4

前

年

・

ム

・
A

・
A

E

0

・

0

0

・

0

9

 

一吋

盟

進

将

行

之

徹

一

子

樹

一
一
-
一

祐

桧

会

匡

彦

人

之

博

平

子

郎

辰

祐

系

二

之

史

孝

司

也

子

土

子

夏

史

一

江

日

明

治

力

司

書

刷

介

郎

子

仁

会

智

平

失

澗

一

尚

也

他

E

目
正

事

栄

美

氏

統

良

夫

F

E

科

克

直

武

光

口

計

緒

次

英

町

新

宏

敏

川

忠

晶

彩

敦

費

千

脱

出

他

織

住

取

治

直

治

一

史

科

光

敦

光

智

会

長

五

友

委

分

系

奈

剖

1

1

7

賢

一

分

輔

副

土

井

剣

一山

田

戸

制

服

相

聞

東

中

成

村

釦

函

酒

田
ー

木

中

限

谷

町

宅

到

村

築

部

木

制

村

野

戸

多

林

田

山

森

列

部

勝

谷

柳

野

中

井

リ

山

造

問

本

野

田

塚

被

安

村

E

副

井

中

編

上

岡

木

佐

佐

放

竹

立

吉

特

計

引

飯

鈴

旧

辻

制

服

紅

松

三

司

吉

山

岨

安

荒

自

奥

官

材

木

梢

小

所

野

枇

紙

作

阿

加

神

間

刑

問

問

戸

ベ

本

摘

秋

山

伴

泊

鶴

中

難

防

総

制

・
・

0

・
・
女

ム

女

ム

女

A

・

ム

〈ま

』ニ

〈主

1二

』炉・

。委員長 A 幹事

印 刷 2 0 0 7
1
r oS 月 25 日

発 行 2 0  0  7 年 9 月 l 日

発 行 人 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市中央区大手前1- 7- 31

' i 1 i 話 06- 6946- 6981

振替口座 00910- 9- 39975 

印刷所 1閥NPC コーポレーション

定 価 1200円 〔税込〕
ー園、

c  

特集
建築基準法大改正
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a. 総論 改正建築基準法・建築士法及び関係政省令等

・国土交通省住宅局建築指導課 12 

ro 

今、求められる建築士の役割J・大阪府建築士会 16 

信頼される構造設計をめざして・樫原健一 20 

。

各論 「確 認審査等に関する指針 」に基づく審査 ・検査

. 葛原栄一 24 

c  

。

改正梢造関係基準のポイン1・ 太 田 寛 26 

指定確認検査機関のはたす役割・押川兼宏 28  

ro 

u  . 6 . 主主

］ｾコ 「私の空間作法」 作品募集. 平成19年度建築工事実

務講習会
。

lJl 

lJl 

作品作風 オムロン京都センタービル啓真 館

V i Ta  Mo Mo Y a Ma  

4  

6  

ro 

研究の風景 兼松研究室( 東京理科大学理工学部建築学科) 8  

s.... 

コ

..... 
GAl l ery  十月桜の家( 堀部直子) ・池上 明 10 

υ  

ω  

4・d 法令コーナー 時を超え光り輝く京都の景観づくり・塩崎満 30 

。、 構造の頁 J SC A関西とのコラボレーション

「構造計画」 の講義・向井洋一
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i nformat i on T OK Y O Ll GHTS  銀座・京都 ・日本橋/ 中央通り照
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デザインコンペティション2007/ J DF.  ecobui l d賞作品

募集 『地震イツモノート』 を買って新潟県中越沖地震

へ義援金を1 摂南大学、2008年度非常勤講師公募

「地下展UNDE R GR OUND- 空想と科学がもたらす閣

の冒険J . fl日ク‘ッゲンハイム邸と建築家ハンセルJ . 特
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表紙企画・デザイン高橋善丸

建築と社会 ・2∞7.9 3  





fLII彊

皿ヨ風
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オムロン京都センタービル啓真館

京都駅のすぐ近くに位置するオムロン本社ビルに l隣接して計画された研

修・展示・保育の機能をもっ建築です。

計画地の西側lを通る油小路通りに面して昔からのj I 可家や神社、緑地など

があり、大規模高密度化する市街地の中で風の通り抜ける「谷1 I l 1J のよ

うなロケーシ ョンにな っています。

敷地一杯にボリ ュームをつく ってしまうのではなく、この 「緑の谷fl ，[ 1J の

魅力を生かすような “ かたち" を考えました。要求された各部屋の必要

而秘を見ると、研修室のあるフロアは広い面積が必要ですが、そのほか

の用途にはそれほど面積が必要でないことが分かりました。各用途に必

要な而般を機能に従 って順番に積層し、それらを透明なガラスで包み込

むことで建物の 「体積」 を最小化し ました。 また、建物の東fJlIj に通路を

附:保するため、外壁の傾斜を大きくすることで、樹木のシルエ ッ トのよ

うな対草加杉のようで対称形でない、ゆるやかな “かたち " が生まれました。

“ぽんぼり" を思わせるやわらかいフォルムが京都の街並みに優しい表情

を与 えています。 ( l 原田哲夫・片瀬利行 ・大野友J ' ! I ]I竹 "1"工務底)

方ムロン京錫センターピル
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大 林 組一 級 建 築 士 事 務所
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Vi Ta Mo Mo Y a Ma  

上111] 台地に立地するこの地域は、 大阪r! i の館周4づ、くり 施策の一

環として、 「桃山跡地健康づくりゾーンJ と名づけられ、健康

づくりをテーマとした施設群が先行整備 されている場所であ

る。平成17年に大阪市より、このゾーンの南東角地に 「桃山跡

地健康づくり ゾーン」 にふさわしい内容で、市民の健康づくり

を支援する拠点施設となるような事業提案を募集するコン ぺが

行われ、本家が当選した。

この施設の大きな特徴は、健康づくりを支援する中核施設 「ヘ

ルスサポー トセ ンター 」 と、日常的な利用頻度の高い、スーパ

一、レスト ラン、クリニ ックなどの 「バリ ューア ッフ。施設」 を

集積・ 関連させた乙とである 。 このことにより、機能同士の高

い相乗効果を生み出し、 市民がより身近に健康づくりに取り組

める環境を整備、推進できるようにな った。

建物配置は、青I1市首 I'j国道路の交差点に而した南東角をエン トラ

ンスプラザとし、ゾーン全体の顔としてふさわしい、 1mかれた

施設を印象付けている 。 また、高f段差 を活かした施設計画によ

り北側への圧迫感を軽減し、既存のまちを基剰とした色彩計画

や、既存緑地 とのつながりに配慮、した遊歩道監備 を行うことで、

既存施設群との調和1 ・述携が取れた、統一感のあるまちなみを

形成している 。

この施設が、市民の健康づくりだけでなく 、地域ニーズに応、え

た新しい拠点施設となる ζ とを期待している 。

(石井良由美 ・111臼隆司/ 大林組一級建築士事務所)

所 在 地 一一一大阪市天王寺区筆ケ崎町2- 22

敷地面積 一ー- 4，986. 29rri

建築面積 一一一2，754.61 rri 

延床面積 一一- 9，706. 74rri
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- はじめまして

東京理科大学は、東京大学物理学科( 正

確には仏語物理学科) の卒業生により

18 8 1年に創設さ れた東京物理学講習所が

前身であり、本年で 125周年を迎えるに至

っている。その東京理科大学には 2 つの建

築学科が存在する。ひとつは私の所属する

理工学部( 千葉県野田キャンパス) で、も

うひとつは九段の工学部( 東京都神楽坂キ

ャンパス) である。理工学部建築学科の歴

史はそう古くなく 1967年の創設というか

ら、第 1 回の卒業生の多くは現在業界各分

野を牽引する最重鋲として活躍されている

ととと思う 。

図1 コンクリー 卜の水分定量の一例

今回研究の風呆として紹介させていただ

く兼松研究室は、 2 年前に私が赴任すると

同時に開設されたばかりの新しい研究室

で、建築材料学およびコンクリート工学を

専門と している。新しい研究室と書いたが、

正確には、先任の衣笠秀行先生のご専門が

鉄筋コンクリート構造であったととから、

本格的な建築材料! 肝炎室としての活動は

先々代の重合祐光先生以来 10年ぶりであ

り、新設と既設の中間ぐらいというのが正

直なととろである。

・研究室の開設

4 月に赴任するなり 12人の卒論生を担当

することとなったものの、椅子と机もまま

ならない状態だ、った。他の研究室の学生が

さっさと研究に若手しているのを横目に、

ふるぼけた什器を倉庫から持ち出したり、

壁と天井のペイン ト塗りをしたり、実験棟

の整理整頓をしたり、研究環境の整備から

始めなければならなかった。

どこの大学も似たようなものかと思う

が、建築材料学を志望する学生の多くはい

わゆる意匠設計を目指す学生が多く、材料

研はまったく違った将来像を思い描いてい

いる学生がくる。理科大学は厳格な教育で

有名で、学生は 3 年生までに相当量の課題

を乙なさなければならず、留年生も少なく

ないが、その分 4 年生にもなると相当の実

力と馬力を身につけている。そのような中

で新設された情報の乏しい研究室に進んで

挑もうと思うような学生は、チャレンジ精

神の旺盛なガッツのある人物ばかりで、整

わない研究環境を苦にするでもなく、喜々

として研究に取り組んでくれた。

そんなこんなでスタートした研究室であ

るが、初年度の学生は全員卒業に乙ぎつけ、

無事 2 年目を向かえることができた。現在、

修士諜程にあがった 2 人に新しい卒業生 13

名を加えた 15名が所属しており、徐々に研

究室らしくなってきている。

・研究活動

研究室の開設にあたって正直大変だ、った

のは、技術系 ・実験系の研究室で、実験棟

は10年分のホ コリをかぶっているにもかか

わらず、彼らの卒業論文のテーマを用意し

なければいけなかったことだった。私自身

の研究は、主に鉄筋コンクリー卜梢造物の

耐久性および維持保全に関すること、それ

から資源循環など環境側面の研究、美観の

研究などであり、前l阪から継続している研

究をテーマとして与えた。

しかし、中には私が研究室を立ち上げて

から始めた研究がいくつかある。そのひと

つが中性子ラジオグラフィによる非破嬢可

視化技術に関する研究で、初代の学生とた

どたどしく手探りで始めたため、なんとも

いえない思い入れがある。

研究の詳細| を紹介するのは本稿の主旨で

左図 コンクリー卜詰験体の切断面、中央図 TNRFによる透過画像

右図 ひび割れ部から移動した水分のみの抽出画像

写真 1 原子力研究開発機構にて 写真 2 日本原子力研究開発機構での実験の様子

右上が原子炉( J RR-3) 、中央やや下が中性子ラジオグラフィ装

置 (TNRF)、右下が実験中の学生



写真 3 コンクリー 卜の初練り

はないが、立ち上げの思い出とともにいく

つかの研究を簡単に紹介させていただきた

いと思う 。

・中性子ラ ジオグラフ ィ

中性子ラジオグラフィとは聞きなれない

方がほとんどであると思うが、中性子を利

用した可視化技術で、いわゆる中性子版レ

ン トゲンを想像いただければよいと思う 。

レントゲンは鉛のエ プロンをしてX線を遮

るが、中性子は水素やホウ素など11蓬い元素

により減衰するのが特徴である。 したがっ

て、水分状況に応じた可視化画像を得るこ

とができる。

線源、となる中性子はいわゆる原子炉から

得るので、試験は厳重に管理された原子炉

の管理区域の中で行われる。 たかだか

l OOmm
2

の試験体を50cmほどの厚みの壁

と扉で厳重に密封された試験室の中で測定

をするのである。管理区域への出入りは非

常に厳重で、試料の取り扱いもいちいち放

射線量のチェックをとなうなど、物々しく

も今まで経験したことの無い世界が広がっ

ていた。あのときの最先端の研究にチャレ

ンジできる喜びと興奮は忘れることが出来

ないし、共同研究者や担当の学生と寝る間

写真 6 採石場の見学会にて

同

iヨ4

写真 4 オープンキャンパスでの研究紹介

も惜しんでつば、を飛ばしながら 何度も 何度

も議論したのは貴重な経験となった。

これまでにコンク リート のひび割れ近傍

を動く水分の動的可視化に成功しており、

現在は様々な建材の可視化を試し見ている

ところである。本手法はわが国での建築材

料分野への適用事例は皆無で、海外におい

ても適用事例の報告は極めて少ないととか

ら、貴重な成果を得るととが出来たと考え

ている。今後は耐久性の諜題へとつなげて

チャレンジ、したいと考えている。

. ecoMAプ口ジ、工ク卜

もうひとつ前職より進めている研究のひ

とつにecoMAプロジェク トがある。ecoMA

とはコンク リート 産業におけるマテ リアル

フローを、マルチエージ、ェン トシステムと

いう手法を用いてプラン トレベルでシミュ

レー ションするツールであり、建設活動に

伴う環境負荷の地域性を評価することが出

来る。現在のプロジェク トは北海道のよう

な リサイクルの環境効率の悪い地域と、東

京のような膨大な物涜を背景に高い リサイ

クル効率が期待される地域で解析を行い、

地域にあ った最適な資源循環を明らかにす

るととを目的と して いる。そのため、昨年

糸

お

管

室

写真 5 書を暗む学生がしたためてくれた表札

度は東京近辺の調査に加え北海道調査を実

施し、さまざまな企業に対するヒヤリング

を行った。 ヒヤリング調査の目 的は、 プラ

ン トレベルでの環境負荷の調査 ・情報集を

行うととにあるが、合わせて各企業にはプ

ラン トの直接見学調査も実施した。例えば、

生コン工場を初めとして、採石場、民地砂

利採取場、 石灰石鉱山、セメン 卜工場、高

炉プラント、中間処理プラン ト、最終処分

場、アスフアル ト合材工場、資材ヤードな

ど、コンクリー ト産業に関わるプラン トは

一通り見学させいただいた。乙れから社会

にでる学生にとっては、現実のスケールで

建築生産を感じ取るきっかけとなり、何よ

りも勉強になったと考えている。

・最後に

研究室はまさに立ち上がったばか りで、

よくも悪くもこれからである。初めて教え

る学生たちとともに研究を愉しみながら、

社会貢献できるよう日々鍛錬を積んでゆき

たいと思っている。

東京理科大学兼松研究室HP

http:/ /www. rs.noda.tus.acJ p/manabu/  

~
、

-

-

-

-

-

J
捌

叩

測

醐

河

B

M

必

'

4

・
ト

e

-

一

川

町

J

一

万

一

'

お

ク

一
川

一

初

ン

一

町

一

コ

一
唱

一

体

ι

働

一

m

解

一
蜘

一

お

い

一
廃

一

な

η

d

F

o

h

叫

則

桜

l

〆ん

r

，

m

恥

9

r

'

'

毘

，

↑

u
r

刷

f

ノ

.

日

附

時

h

v

A

4

，

V

ん

、

J

H

r

-

-

;

;

;

:

 

州

制

加

畑

閣

閣

却

0

2

一
哩

酒

向

v

・

ム

ム

-

。

、

ハ

円

草

主

胞

に

仰

陸

相

崎

町

一

A

Y

 

.，ノ

首
昼

1

2

守

-

-

-

-

-

-

-

-

唱

司

」

鈎

釦

h
ノ

、

お

側

ン

ー
、

醐

コ

一

区

，

制

果

灘

区

4

3

糊

智

m
U
4

出

M

H

-

，

'

4

町

J

.

，
ノ

和
市

ナ

'

四

廃

、

〉

Z

の
ペ

レ

U

韮

E

O

命

日

ば

e

m

寿

湖

長

却

制

n

-

n

a

T

P

T
U

山

崎

解

勺

4図

東 ｨｾ 閣の評 価 対象徴 岐

:J()()() r  

問

、ｾ 2500 -

• 
. L  

I  2000 ・

ー、

亡、-
r、
n  15 0 0 -

k金 F

S‘  
昌 醐 ー

£ 

10 

lIf 筑ヨo -

.. 
陸 -

o  c  

2000 



十月桜の家

設計

堀部直子 Naoko Horibe 

敷地の周りには住宅が密集している

上、西側の駐車場にいずれ建物が建

つであろうこと、北隣が新聞販売庖で

あり、早朝から営業されることを考え、

中庭を設け、敷地全体を壁で囲み、

外部に対しては閉じることにしました。

しかし、東側の細い里道に圧迫感を与

えることは避けたかったので、できる限

り高さを押さえ、ポリカーポネイ卜板を用

いてお互いの気配は感じられるように

し、中庭に植えた十月桜は道往く人か

らも楽しめるようにしています。

一方、内部空間はできるだけ広がりを

感じられるよう、各部屋を扉で区切らず

奥行きと連続性を持たせ、中庭に向け

て大きな開口部を設けました。

2 階では、この関口部を開け放つこと

で、デ ッキは内部空間の延長となり、

居間と 体化した半戸外で桜を楽しむ

ことができます。

意匠的にも機能的にも、余分なものを

削ぎ落とすことで、より際立たった空間

にすることができたと考えています。

2 F  PL AN 

。
1F  PL AN 

@  

堀昔日直子( ( まりべ なおこ)

1995 近畿大学理工学部建築学科卒業

ＱＹＹＵｾＱＹＹＶ＠ 坂本昭 ・設計工房CASA

ＱＹＹＶｾＱＹＹＷ＠ 岡崎善久建築設計事務所

ＱＹＹＸｾＱＹＹＹ＠ K. ASSOCI ATES/  

Archi tect s 

2003 堀部直子建築讃十事務所設立

j量影. 平井広行

企画編集: 池上明 (作品作風小委員会)



特集 建築基準法大改正

平成17年11 月17 日、国土交通省より姉歯一級建築士( 当時) による構造計算書の

偽装に関する発表がなされた。わが国の建築確認・検査制度及び建築士制度を根

本から揺るがすこととなった「構造計算書偽装事件J の発生である。国土交通省

によるこの発表以後、複数の建築士においても構造計算書の偽装や計算の誤りが

判明し、建築士を巡るトラブルが次々と明らかになるとともに、耐震強度が法的

基準に達しないマンションやホテルが相次ぎ発覚することとなった。 これら一連

の事件は、多くの住民の安全と居住の安定に大きな支障を与えただけでなく、国

民に建築物の耐震性に対する不安と建築界への大きな不信を生むこととなった。

この事態を受け、国土交通省では国民が安心して住宅の取得や建築物の利用がで

きるよう、建築基準法、建築士法等の法令上の問題をはじめ、建築 ・住宅行政上

の諸課題についての検証がなされ、その対策が実施されることとなった。

まず昨年 6 月には、「建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の一部を

改正する法律J が公布され、構造計算適合性判定の実施や中間検査の義務付けと

いった「建築確認 ・検査の厳格化」に加え、特定行政庁に対し指定確認検査機関

への立入検査権限の付与等といった「指定確認検査機関の業務の適正化j などが

なされることとなった( 本年 6 月20日に施行) 。

さらに昨年12月には、「建築士の資質 ・能力の向上j や「高度な専門能力を有す

る建築士による矯造設計及び設備設計の適正化」等を目指し改正された「建築士

法等の 部を改正する法律j の公布がなされた。 この改正では、新設される「構

造設計一級建築士」や「設備設計一級建築士」による法適合チェックの義務付け

等がなされることとなった (2 年以内施行予定等) 。

また本年 5 月には、「住宅購入者等の利益の保護」を 目指し「特定住宅暇庇担保

責任の雇行の確保等に関する法律J の公布がなされ、「暇庇担保責任履行のため

の資力確保の義務付けJ r保険の引受主体の整備」ゃ「紛争処理体制の整備J 等

がなされることとなった( 2 年 6 カ月以内施行予定等) 。

本特集では、これらのうち、すでに 6 月の施行から 2 カ月余りが経過した建築基

準法の大改正について取り上げまとめることとした。 法令分科会・片岡正和

圃総論

改正建築基準法・建築士法及び関係政省令等/ 国土交通省住宅局建築指導課

今、求められる建築士の役割/ 大阪府建築士会

信頼される構造設計をめざして/ 樫原健一

- 各論

「確認審査等に関する指針J に基づく審査検査/ 葛原栄一

改正精造関係基準のポイント/ 太田 寛

指定確認検査機関のはたす役割/ 押川兼宏

本特集企画担当編集委員

亦， ｾ Ｇ ｉ Ｚ 英稔 Ｏ ｦ ｊｴＧ ￭ｾ 誠 Ｏ 片岡正和 Ｏ 金本 Ａｾｴ￬ 完 Ｏ 谷本 利 子 Ｏ ＧＱＧ 迫悟志 Ｏ 文山迷 ｈ 百



改正建築基準法・

建築士法及び

関係政省令等

(平成 19年 6 月20日施行)

国土交通省住宅局建築指導課

12 建績と社会 ・2∞7.9

- 法改正の背景・経緯

平成17年11月に明らかになった構造計算書

偽装問題は、 一級建築士が構造計算書を偽装

し、多数のマンション等の師す震性に大きな問

題を発生させたものであり、多くの住民の安

全と居住の安定に大きな支障を与えただけで

なく、国民の聞に建禦物の両間企に対する不

安と建築界への不信を広げることとなった。

このような状況を踏まえ、再発防止策を講

じ、 一 日も早く国民が安心して住宅の取得や

建禦物の利用ができるよう、建築基準法、建

築士法等の法令上の問題をはじめ、建築 ・住

宅行政上の諸課題を検証し、 制度の見直しに

早急に取り組むことが求められ、国土交通省

では、「建築物の安全性の確保を図るための

建築基準法等の一部を改正する法律案j を第

164回国会に提出し、同法案は平成18年 6 月

に成立した。 との改正法は平成19年 6 月20

日から施行されたところであり、これにあわ

せて、建築基準法施行令、建築基準法施行規

則及び関係告示も改正 ・施行されている。

また、建築士の資質・能力の向上、専門分

野別の建築士制度の導入など建築士制度に係

る課題等については、「建築士法等の一部を

改正する法律案」を第165回国会( 臨時国会)

に提出し、同法案は平成18年12月に成立し

ている 。

なお、本稿においては建築基準法を「法」、

建築基準法施行令を 「令」、建築基準法施行

規則を「施行規則」と、適宜それぞれ略称さ

せていただく 。

- 改正建築基準法・建築士法及び関係政

省令等の概要

1  建築確認・検査の厳格化

①構造計算適合性判定制度の概要

今般の構造計算書偽装事件における偽装内

容は、構造計算書の単純な差し替えを行った

ものだけではなく、コンピュータ一計算途中

の数値など出力結果の一部を巧妙に修正した

ものまで多岐にわたっており、従来、建築主

事や指定確認検査機関( 以下「建築主事等」

という) が行ってきたような建築確認時にお

ける審査では、これらを発見することは極め

て困難で、あると考えられる 。

これらの偽装を水漏れなく発見するために

は、現在行われている審査に加え、構造言十算

の過程等の詳細な審査や再計算を行う必要が

あるが、建築主事等が単独で、これを行うこと

は、人員 ・技術力も限られ、かつ、可能な限

り迅速な審査が求められている中で、実質的

に不可能と言わざるを得ない。

したがって、構造計算の法規適合性を完全

なものとするためには、建築主事等が行う審

査とは別途、第三者で一定の技術力を有する

者が構造計算の過程等の審査や再計算を実施

することにより、その適法性のチェックを複

層的に行う体制 を整備することが必要であ

り、このため、構造計算適合性判定制度を導

入することとした。

構造言|算適合性判定とは、具体的には、意

匠設計図( 各階平面図、立面図及び断面図) 、

構造設計図( 基礎伏図、各階床伏図、小屋伏

図、 ]1
1
11岨 図及び桃造詳細図) 及び構造計算書

により、

( i ) 構造設計図において異常・不自然な箇所

がないこと

(ii ) 建築計画が、計算式の適用方法の範囲内

( 大臣認定プログラムの場合、プログラムの

適用範囲内) であり、計算に用いる数値の設

定( データの入力) が適切であること

(ii i)  モデル化が適切であること

(iv) 構造計算書の固定荷重、積載荷重、柏雪

荷重、風圧力及び地震力の値が、適切である

こと

(v) 構造計算書の応力算定結果、 断面算定結

果、剛性率 ・偏心率、 構造特性係数等に異常 ・

不自然な値がないこと

等を確認するものである 。

このうち、大臣認定プログラムを用いて構

造計算書を作成した建築物については、建築

確認申請時に入力データを提出させ、モデル

化が適切であることを確認した上で、指定構

造計算適合性判定機関において再入力を行

い、提出された構造計算書と再計算を行った

計算書の照合及び不整合の有無の確認を行っ

た上で、構造計算書の適用範囲外メッセージ

がないことを確認できれば、大臣認定プログ

ラムに係る構造計算の計算過程に係る審査が



省略されることになる 。ただし、警告メッセ

ージがある場合は、その内容やそれに関する

対応が適切であることについての審査が行わ

れることになる。

②構造計算適合性判定の対象建築物

構造計算迎合性判定の対象となる建築物は、

高さが60mを超える建築物( 超高層建築物)

以外の建築物で、木造で高さ 13mまたはjl汗高

9mを超えるもの、鉄骨造で 4 階以上のもの、

鉄筋コンクリート造で高さ 20mを超えるもの

など、法第20条第 2号及び令第36条の 2第 l

号から第 4 号までに規定されている建築物の

ほか、令第36条の 2第 5号に基づく告示によ

り対象となる建築物を定めることとなる。

ただし、建築物の構造、規模等にかかわら

ず、許容応力度等計算( ) レート 2) 、保有水

平耐力計算( ルート 3) または限界耐力計算

( これらと同等以上に安全性を確かめること

ができる構造言「算を含む) を行ったもの、こ

れらの構造計算または許容応力度言「算( ) レー

ト1 ) で、大臣認定プログラムによるものに

ついては、構造計算適合性判定が必要とされ

ており、 一方、 H寺刻歴応答j硝好によるものに

ついては、個別に性能評価を受けた上で、大

臣認定を取得するとととなっているため、構

造計算適合性判定は不要となる。

③確認審査等に関する指針 (平成19年国土交

通省告示第835号)

今般の構造計算書偽装事件では、建築主事、

指定確認精査機関のいずれについても、建築

確認の審査の過程で偽装が見過ごされ、中間

検査や完了検査の過程でも偽装が発見される

には至らなかった。

こうした事件の再発や更なる不正事案の発

生を未然に防止するための措置として、建築

主事及び指定確認検査機関が建築確認の審査

や中間検査・完了検査を行うにあたり、拠る

べき指針を一律かつ厳密に定めるとともに、

今回導入する構造計算適合性判定について

も、同様に指針を定めることとした。

国土交通大臣は、確認審査等( 確認審査、

構造計算適合性判定、完了検査及び中間検査)

の公正かつ適確な実施を確保するため、確認

審査等に| 刻する指針を定め、こ れを公表しな

ければならないものとされ、また、確認審査

等は当該指針に従って行わなければならない。

④建築確認の審査期間の延長

構造計算書偽装事件の再発防止を図るため

には、構造計算の審査をはじめとして、建築

確認時の審査を厳格に行うことが必要である。

このため、今回の改正では、建築確認にあ

たって、確認審査等に関する指針に基づき厳

密な審査を行わなければならないこととする

とともに、 一定の構造計算を行った建築物に

ついては、指定構造計算適合性判定機関によ

る構造計算適合性判定を義務付けるとととし

た。

これまでは、建築主事による確認済証の交

付期限は21日以内 とされていたが、これらの

ために必要となる期間を勘案して、この交付

期限を延長することとした。

( i )  3階建て以上の木造建築物、 2 階建て以

上の非木造建築物等一定の建築物の椛認済証

の交付期限 を、現行の21 日以内から 35日以

内へと延長する 。

(ii ) 構造計算が大臣認定プロ グラムによるも

のでない場合など( i )の期限内に確認済証を父

付することができない合理的な理由があると

きは、 35日の範囲内で、交付期限を延長する

ととができることとする 。

信〉一定の共同住宅に対する中間検査の義務付

け

階数 3 以上の共同住宅について、 2 階の床

及びこれを支持するはりに鉄筋を配置する

事を特定工程とし、中間検査を義務付けるこ

ととした。なお、これまで特定行政庁が指定

していた特定工程も、従前どおり中間検査の

対象となる 。

2 指定確認検査機関の業務の適正化

①欠格条項の厳格化

指定確認検査機関の業務の適正化を図るた

めには、指定の段階において、不適格者を長

期にわたり排除し、十分な能力を備えた者の

みが参入できるようにすることが必要であ

る。このため、過去に刑罰に処せられた者等

を排除する欠格条項と、損害賠償能力や公正

中立性等の指定基準の双方が厳格化 された。

なお、令第136条の 2 の14において規定され

る 「親会社等J が欠格条項に該当する者も、

指定を受けるととができない。

D指定基準の厳格化

確認審査等に|刻する指針等の内容や、法改

正により建築主事の審査期間も延長している

ことを踏まえ、新たに確認検査に必要となる

業務量に応じた人数要件に見直された。確認

検査員の必要人数は 「常勤の職員j に限られ

ており、具体的には、機関に専任の職員で、

かつ、確認検査の業務に週 4 日以上専ら従事

するものに限ることとされている 。

また、機関が確保すべき損害賠償資力の内

容として、国家賠償法による責任及び特定行

政庁からの求償に応、じる責任の履行を確保す

るために必要な額が含まれる旨が明確化 され

た。具体的には、確認検査を行う建築物の規

模に応じた必要額と、その事業年度における

確認検査の予定件数と過去20事業年度以内

において縦認検査を行った件数に応じた必要

額の、いずれか大きい額を確保することが求

められる。

①特定行政庁による立入検査等の実施

指定確認検査機関の業務を適正化 し、個々

の建築確認・検査が的確に期包されることを

担保するためには、 地域の事情に通じ、より

機動的かつ即地的な臨督を行うことが必要で

あるため、所轄区域内の建築物の適法性確保

について武任を有する立場にある特定行政庁

の監督権限が強化 された。具体的には、指定

確認検査機関への立入検査権限が付与され、

その結果、 一定の違反事実等があると認める

ときは、その旨を指定権者に報告することと

なっている 。

3 図書保存の義務付け等

①特定行政庁に対する図書保存の義務付け

従来、建築確認申請時に提出される図書の

保存期間の設定は、地方公共団体の規則に委

ねられていたが、今回の改正で、特定行政庁

は建築確認等の処分等に関する 一定の書類

を、省令で定める期間、保存しなければなら

ないこととされた。例えば、建築主事に提出

された確認検査の申請書及び添付図書( 建築

計画概要書等を|徐く) については、碓溜済証

の交付日から 15年保存しな ければならない。

⑫ 旨定確穀食査機関及び建築士事務所におけ

る図書保存期間の延長
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指定確認検査機関及ひ建築士事務所につ p

ては、現行 5年間の図書保存が義務付けられ

ているが、特定行政庁と同様に、指定確認検

査機関にあっては確認済証の交付日から 15

年、建築士事務所にあっては設計図書の作成

日から 15年に、図書保存期間が延長された。

Ｔ 建築士及び建築士事務所の業務畑 ｾ

①建築士の業務に関する規制の強化

構造の安全性は、建築物が満たすべき性能

の中でも最も根幹的なものの一つであるた

め、建築士から設計の委託者に対し、その安

全性が適確に示されることが必要で、ある。 こ

のため、今回の改正では、建築士に対し、構

造計算によって建築物の安全性を確かめた旨

の証明書の交付を義務付けることとした。

証明書の交付義務は構造計算を行った建築

士にあるので、下請け建築士事務所の建築士

が構造計算を行った場合、下請け建築士事務

所の建築士のみに交付義務があり、当該建築

士から、元請け建築士事務所に対して証明書

が交付される乙とになる。ただし、建築基準

法施行規則の改正により、碓官E、申請書の添付

書類に証明書が位置づけられていることか

ら、元請け建築士事務所は、下請け建築士事

務所から受領した証明書を、建築主に引き渡

す必要がある。

①処分を受けた建築士の氏名及び建築士事務

所の名称、等の公表

これまでは建築士または建築士事務所に対

する処分が行われた場合の公表規定がなか っ

たため、設計等を依頼しようとする者が処分

事実を知ることができず、処分を受けた建築

士等に対する制裁としても完全なものとは言

えなかった。このため、今回の改正では、建

築士が免許の取り消し等の懲戒処分を受けた

場合または建築士事務所の開設者が登録の取

り消し等の監督処分を受けた場合、その旨を

公表する乙とになった。

①建築士事務所に関する閲覧事項の拡充、定

期報告制度の導入

これまでは建築士事務所の名称や管理建築

士の氏名等が閲覧の対象とされているのみで

あり、建築主にとって建築士事務所を選択す

るための十分な情報が開示されているとはい

14 

えず、また、建築士事務所に関する情報を知

りたいという消費者のニーズもあるため、建

築士事務所の業務実績、所属建築士の氏名 ・

業務実績等を記載した業務報告書を都道府県

知事に提出しなければならないものとし、当

該業務報告書を閲覧対象に追加することとし

た。

5 罰則の強化

今般の構造計算書偽装事件では、構造計算

書を偽装するという違法な設計が行われたこ

とにより、著しく構造耐力に欠ける危険な建

染物が建築されるに至った。このような違法

設計は、建紫物の利用者や周辺住民の生命 ・

身体に著しい危険を及ぼすものであるが、現

行法ではその原因者である設計者について

50万円以下の罰金刑しか科すことができず、

犯罪の違法性の不自室と法定刑の大きさが著し

く君臨It しているという問題があった。

このため、違反設計を行った設計者に対す

る罰則をはじめとして、建築基準法の罰則体

系を全面的に見直し、大幅な強化を図ること

とした。

また、建築士法においても、名義貸し等の

違法行為を行った建築士に対する新たな罰則

を設けることとした。

述戸反内容 改正前 改正後

面協基準など 罰金50万円 懲役 3年/

重大な実体違反 罰金300万円

建築確認等の 罰金50万円、 懲役 l 年/

手続き違反 30万円 罰金100万円

椛造計算書等の なし 懲役 1年/

証明義務違反 罰金100万円

建築士 - 建築士事 なし 懲役 I 年/

務所の名義貸し、 罰金100万円

建築士による精進

安全性の虚偽証明

6 その他の改正事項

①確認申請書の様式等の見直し

法第18条の 3 の規定に基づく確認審査等

に関する指針において審査対象となる図書等

を規定することに対応して、施行規則第 l 条

の 3 において確認申請書等に添付すべき図書

及び明示すべき事項等を拡充 ・明確化した。

( i ) 確認申請図書の作成を担当した設計者の

明li 雀化

確認申請書( 第二号様式) 第 2商等の「設

計者」欄については、従前、複数の設計者が

かかわっている場合においても、代表となる

設計者を記載することとなっていたが、各設

計者の責任を明確にするため、構造設計や設

備設計等を行った者を含め、当該確認を受け

ようとする建築物の設計を行った者全員の氏

名等を記載することとし、また、確認申請書

等の正本に添付すべき図書には、当該図書の

設計者の記名及び押印が必要である旨を規定

した。

なお、建築士法第 2 条第 5 項に、「設計j

とはその者の責任において設計図書を作成す

ることと定義されており、「設計図書」に記

名及び押印をした設計者は、すべて「設計者」

欄に記載すべきであるが、設計の補助業務( 設

計者の指示のもと行われるトレースやCAD

作図などの業務) のみを行った者については

記載する必要はない。

(ii ) 構造計算書の椛成の統一化

構造計算プログラムの入出力情報につい

て、部材の一覧表の作成も含めて楳準化・ 共

通化すること、また、構造計算のプログラム

の適用範囲内であるか否かを構造設計者自身

や建築主事等が適切に判断できるよう、標準

化も含めて構造計算プログラムのチェック リ

ス卜の見直しを行うべきであること、という

観点から、以下の内容を含む改正を行った。

・荷重 ・外力計算書、 応力計算書等、建築確

認時に提出すべき構造計算書を明確化

・構造計算概要書の様式を規定し、その提出

を義務付け

・構造計算チェックリストの提出を義務付け

( プログラムを用いた場合に限る)

・応力図、基礎反力図及び断面検定比図の様

式を定め、記載方法を統一

(iii ) 構造方法等の認定に係る認定書の写し

法第68条の26の規定に基づく構造方法等

の認定に係る認定書の写しには、施行規則別

記第50号の12様式による書類のみならず、

認定をした構造方法、建築材料またはプログ

ラムの内容を記載した別添の書類の写しも含

まれる。

(iv) 構造計算によ って建築物の安全性を確か



めた旨の証明fLt

申請者( 建築主) 自らが設計を行った場合

には、設計の委託者が存在せず、建築士法上、

当該証明書の交付義務がないことから、確認

申言ii にあたって、当該証明書の写しを添付す

る必要はない。

(v)  その他

設計者・工事監理者が建築士である場合

は、建築士免許証の写しが必要となる。また、

代理申請の場合については、委任状が必要と

なる 。

迂耀 過措置

( i ) 建築基準法の一部改正に伴う経過措置

( 附則第 3条)

・梢造計算: 適合性判定及び中|間検査に関連す

る改正規定は、施行後に確認の申請または通

知がされた建築物等について適用し、施行前

に確認の申請または通知がされた建築物等に

ついては、なお従前の例による( 第 l 項) 。

- 施行の際、現に指定を受けている指定確認

検査機関は改正後の規定による指定を受けた

指定確認検査機関と、施行の際、現に登録を

受けている建築基準適合判定資格者は改正後

の規定による登録を受けた建築基準適合判定

資格者とみなす( 第 2項) 。

・施行の際、現に特定行政庁が指定している

特定工程は、改正後の規定に基づき特定行政

庁が指定した特定工程とみなすこととする

(第 4項) 。

(ii ) 建築士法の一部改正に伴う経過措置( 附

則第 4条)

・施行の際、現に免許を受けている建築士は

改正後の規定による免許を受けた建築士と、

施行の際、現に登録を受けている建築士事務

所は改正後の規定による登録を受けた建築士

事務所とみなす( 第 l 項) 。

・建築士事務所の開設者に対する設計等の業

務に関する報告書の提出義務は、施行後に閲

1ft包品官

始する事業年度に係る報告書について適用す

る( 第 4 項) 。

- 結び

本稿は、これら 一連の建築基準法令等の概

要について解説するものであり、その内容を

できるだけ多くの方々に正しく理解していた

だくための一助となることを切に期待するも

のである。

また、今回の改正に係る建築基準法令等に

ついては、国土交通省住宅局のホームページ

(ht t p: / / www. ml i t. go. j p/ j  u  t akuken t i  ku/  

bui l d/h18_kai sei  .ht ml ) に、運用上の取り扱

L 、等については例建築行政情報センターのホ

ームページ (ht t p: / / www. icba. or.jp/) に掲

載しているので、こちらもあわせてご参照い

ただきたい。

15 



今、求められる

建築士の役割

社団法人大阪府建築士会

16  遇策と社会 ・2∞7.9

4  

建築団体として

河目浩吉

構造計算書偽装問題により失墜した建築士

の信頼を取り戻すため、建築士が今、すべき

こと、今回の事件を踏まえ今後建築士が目指

すべき方向などについて、建築士団体役員の

立場から、 私見を述べさせていただく 。

- 職能の再認識

あってはならない事件であった。建築物の

最も基本的な性能である安全性が、 利潤追求

を最優先にするコストダウン圧力があったと

はいえ、国民の生命・安全を守るべき建築士

の手によってないがしろにされた乙とは、職

業倫理の崩壊を意味する極めて深刻な事態で

ある。

乙の事件を契機にして、建築士性善説から

180度転換した性悪説に基づく規制強化の対

応が強く主張されてきたが、社会のセイフテ

ィーネッ 卜としての法規制としてはやむを得

ないとしても、第一義的な再発防止策は、建

築士の職能に対する誇りと社会的責務への自

- 目指すべき方向

地球環境問題の深刻化に直面し、 65億もの

人口の大半が都市に居住し、地球に大きな負

荷をかけている現在、人工環境の構築を職能

とする建築士がこれから目指すべき方向は自

明のことと思う 。サステイナブノレな建物づく

り ・まちづくりをこそ第一優先目標とすべき

である。 このことが、今、 一番求められてい

るととであり、クライアントの理解や社会的

合意を得やすいととでもあるからである。

戦後復興期から続いてきたスクラップ ・ア

ンド・ビルドの流れや、利潤追求・経済合理

性を最優先する結果、建物の質は最低基準で

ある法定水準をクリアーすればよいとする現

在の下向きのベクトルを、これからは、何世

代にわたって使い続けられる、安全 ・安心で、

機能的で快適な、環境に配慮された、美しく・

文化的な、より高性能・高規格でサステイナ

ブルな建物づくり ・まちづくりへと上向きの

ベクトルに、今回の事件を教訓にして大きく

変えていかなければならない。

下向きのベクトルの中での、目先の利主主を

優先した技術開発や価格競争は今回の事件に

行き着き、上向きのベクトルの中での、将来

を展望した技術開発や価格競争は、良い結果

党に基づく自己規制にあると思う 。 を生み、社会からも評価されるものになると

“ 建物を設計 し建設する職能と産業は人類 思うからである 。

最古のもので、農業による定住生活に移行し

たI時期に発生し、高密に定住するための独自

の人工環境を構築することが、建築という職

能と建設という産業に期待されている役割で

ある 。アー キテ クトという 言葉の語源が最高

の技能を保持する人間という意味に由来して

し、るように、建物の設計と建設に関与するこ

とは、いずれの時代にも最高の織能として、

また、最大の産業として社会で認知されてき

た" と東京大学名誉教授 ・月尾嘉男氏が述べ

られているとおり、 ①人命 ・財産の保護W.:l::

活・生産の維持・向上③省エネ ・環境保全包

美観 ・景観 ・文化の形成に直接かかわる建物

づくり ・まちづ くりを担う 建築士の職能の重

要性を再確認し、とれを機会に、王局生の建築

士に期待されている柏会的役割と責務を果た

すべく、誇りと使命感を持って再出発するこ

とが、今、強く求められていると思う 。

目新しい建築士像

建築士会・連合会では、事件発生の数年前

から、今後目指すべき新しい建築士像を、 ①

幅広い基礎的素養①高L 噂門能力①健全な職

業倫理の 3つの資質を有する技術者と捉え、

この新しい建築士を支え育むために車総統能力

開発制度 ( CPD) と専攻建築士制度を創設し、

その社会的普及 ・定着に力を入れている。

これらの制度は、現在の建築士が置かれて

いる、業務領域の拡大と専門分化・ 高度化ヘ

対応するため、建築士法による法制度をベー

スにした社会制度として、わが国の建築生産

の全領域にかかわるすべての建築技術者を対

象にした建築資格制度として構築されている。

建築士の自主的能力開発は、職能を考えれ

ば当然のことであり、法的義務でもある。こ

れを 支えるため、建築士会のC P Dは、 実務



実績の記録 ・評価とそれを補 う研修型の能力

開発を組み合わせたもので、原則 として自

努力 ・自主申告 ・ピアチェックを前提と して

いる。誇判断を得た成果 ・履修記録は、 市民や

社会に示して建築士の能力を証明し、発注の

際の有力な手がかりとなるはずである 。既に

一部の自治体では、設計業者の指名の|僚の加

点要素とするなどCP D制度の単位取得者を

評価する動きも 出てきている。

専攻建築士制度は、消費者保諮の視点に立

ち、高度化 しかっ多様化する社会ニーズに応

えるため、専門分化 した建築士の専攻領域等

を表示することで、建築士の責任の明確化を

図ることを目 的とした自主的な制度である 。

まちづくり、設計、構造、環境設備、生産、

棟梁、法令、教育 ・研究の 8つの専攻領域を

設け、さらに専門分野として設計領域では例

えば、戸建住宅・医療施設・業務施設などを

表示できるとともに、環境設備領域では空気

調和設備・ 給排水衛生設備 ・電気設備の限定

表示を行うことに より、 市民にとっては建築

士の仕事や役割への理解が深まり、発注者に

とっては仕事のできる優良な建築士を選択し

やすくなるなど多くの社会的効用がある 。

今回の改正建築基準法で位置づけられた構

造判定士の資格者要件として、構造専攻建築

士が認めら れたととは、乙の制度が国からも

評価 されたと いえよう。

建築士会のCPD参加者は平成18年度末で

約 3 万名、専攻建築士認定者は約1. 2万名と

なっている。これらの建築士を社会に積極的

に明示 し、信頼に値する有能な建築士を、消

費者が適切に選択できる社会的環境を整える

ことは、今回の事件の再発防止と建築士への

信頼回復に繋がる重要な取り組みである 。

- 建築士の力の結集

建設産業政策2007の概要によると、“ 平成

19年度のわが国の建設投資は、ピーク時( 平

成 4 年度) の38%減の52兆円。一方、業者

数は平成18年度末で、ピーク時( 平成11年

度末) の13%減の52万業者で、依然と して

過剰供給構造となっている 。とのことが、 価

格競争の激化を生み、極端な低価格の受注が

増え、建築物の品質の確保に大きな懸念が生

じているとともに、下請けへのしわ寄せや建

設労働者の賃金等の労働条件の悪化をもたら

している" と分析さ れている 。建設生産の一

角を担う建築士も、同様に極めて厳しい状況

下に立たされている 。

こうした背景からくる不当な圧力や要求に

対峠 していくには、個々ぱらぱらの建築士で

の対応では、現実としては、大変な困難が伴

う。建築士のH住ーの法定団体である建築士会

へ、すべての建築士の加入を強く呼びかける

ゆえんである。団体加入に より、会員相互の

啓発 ・援助、組織的パックボーンや団体の行

動規範に基づき、建築士の職責と 社会的要訪

を全うしていくことがより容易になると思う 。

iP RE SI DE NT  J の平成18年12月号による

と、 三大個人資格とされている弁護士、医師、

建築士の平均年収は、弁護士2100万円、医

師1200万円、 一級建築士600万円である。一

方、団体加入率を見ると、弁護士100% (強

制加入) 、医師60%、建築士20%程度であり、

見事に年収と比例 している。 乙の 2つの数字

が、端的に現在社会での建築士の評価 と地

位 ・待遇を現しているといえよう 。

多くの建築士が、建築文化の進展を目的と

する建築士会に加入し、 CP Dの履行 ・専攻

建築士の取得とともに、建築相談や市民向け

セ ミナーの開催など社会貢献活動に積極的に

参加 し、市民とのコミュニケーションを広げ

ることに より、建築士への理解と信頼回復が

より一層促進さ れ、建築士の地位 ・待遇の向

上への展望も大きく聞かれてくると思う 。

( かわめ ひろよし社団法人大阪府建築士会専務理事)

会

設計者として

柳川陽文

- 事件を振り返って

今回の構造計算書偽装事件は、一構造設計

者の仕事から端を発し、錯誤ではなく、意図

的継続的に、分譲マンションという大規模な

ビルデイングタイプ等において行われた偽装

事件であったことから、建築史上に類例 を見

ないショッキングな事件 となった。 しかし、

それは氷山の一角に過ぎなかった。次々と露

呈する事件の報道は、国民を不安に陥れた。

特に当事者である住民は、絶望的な不安と人

生計画の大きな見直しを迫られる状況に見舞

われた。そして残念なことは、建築士の社会

的信用を根本的に失墜せしめた事件でもあっ

た。当初、 メディアは建築物の確認 ・検査に

ついて、民間の指定確認検査機関の手抜き審

査だと大きく報道したが、調査を進めるうち

に、慎重に審査を行ったはずの官公庁所管の

特定行政庁も偽装に関する審査能力がないこ

とが判明した。確信犯は、審査の弱点まで見

抜いていたのである。信じ難い事実であった。

さらに事件は、最終段階では、国土交通省の

最高幹部クラス を巻き込むというスキャンダ

ラスなレベルまで発展した。

- 法改正の影響と構造設計者の実情

前述の事件の経緯から、それらに関するフ

ィード J ' I ックが今回の法改正となって、真面

目に責任を果たしてきた建築士に重くのしか

かってきた。建築物の同捜 安 全性の確保に闘

しては、阪神大震災以来、政府の方針の下に、

既存の建築物の同捜化を図る事業が、全国の

公共建築を中心に急速に進められている 。ま

た公共建築の営繕事業においては、そのほと

んどを民間の設計事務所に依存している 。特

に構造分野においては、官公庁では実際に構

造設計をできる人材は皆無に近く、民間に委

ねている。その上に今回の法改正で、民間の

構造設計者が、新制度での適合判定の委員を

分担することになり、ある日は構造設計者と

して、またある日は適合判定委員を務めると

いう事態に陥ることになった。国民全体の期

待と責任が、実績のある構造を担当する建築

士に集中することになったのである。わが国

の構造設計効率が、構造設計の手続きが宅嵐唯

になるととと、 併せて適合判定等のボランテ

イアに携わる時間だけ、確実に落ちるのが予

測できる 。 しかし、建築物の構造強度を守る

には、ほかに有効な手段はないともいえる 。

- 誰のための設計か?

都市型マンションのような商業的競争性の

高いビルディングタイプの建設市場に参画す

ると、デザイン、技術力はもちろん、設計料、

工事費を含むあらゆる投資費用に関して高い

経済効率が要求される。発注者は、プロジェ
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クトに携わる建築士を含む関係者に対して、

数値目標を与え、コストコントロールを行う 。

採算が合わなければ事業は成立しない。この

ように経済性が優先される社会のメカニズム

には、各個人に ａａｾ 言 の圧力を加え、能力の限

界を超える過度の経済効果を要求されるうち

に、不法行為を無意識のうちに内在化し正

化する収業人へと変心させる危険性が潜んで

p る。このような状況下で、発注者から違反

を誘発する要求を出された場合、きっぱりと

断れる建築士が、 何人いるだろうか? 構造

偽装事件は、単なる技術的能力の無さから起

きた事件ではなく、発注者と建築士( 設計者・

施工者) 相互の複合的なモラルノ、ザードが事

件の本質である。

経済面でいえば、設計料の支払いは、分譲

マンションの場合は、すべて発注者持ちであ

る。 しかし、設計料や工事費は、建物を建設

するための循環資源であり、直接的に支払う

のは発注者だが、間接的に支払うのは居住者

である 。従って真のクライアントである居住

者のために設計をし、工事をしなければなら

ないという乙とになる。

- 建築士に求めうれるコンブライアンス

建築士制度の特徴が浮かび上がってくる。わ

が国には、他国とは異なる生産システムが存

在する 。例えば性善説を採らない中国では、

設計施工を否定する。 しかし、わが国では古

くから住宅は大工さんに頼むと L 、う慣習が残

っている。特に地方では、その慣習は今でも

根強く継承されている 。わが国の建築士制度

では、発注者、設計者、施工者、施工技術者、

メーカ一、材料提供者等に至るまで、建築に

携わり、ある規準を満たせば、建築士の受験

資格が得られた。逆引きすれば、この制度に

は、あらゆる立場や観点から、技術の正当性

や妥当性を監視するというシステムが、内在

化されていたことが考察できる 。

建築物の安全性を支える技術は、設計者だ

けでなく、多くの建築士により、相互研鈴を

続けてきたから乙そ、建設段階でのミスを少

なくし、世界に誇れる高い技術レベルを保っ

てきたのである 。 しかし、近年になって、そ

の仕組みが揺らぎ始めている。責任の所在を

明確化するという理論によってである。

目新しい建築士制度

新しい建築士制度の運用案では、 一級建築

の受験資格を、設計事務所の勤務者を中心

現代社会は、市民に対して様々なコンプラ とした設計監理の組験者に限定するという方

イア ンスを求めてしミる 。人 間 の 悩ミ活を支え

る社会資産である建築は、前述のような発注

者が要求する過剰な経済性としてのコンブラ

イアンスよりも、安心・安全 ・法遵守という

社会から求められるコンプライアンスの方

が、すべてにおいて優先されるということを

自覚することが重要で、ある。

今世紀に入り既に 7年目を迎え 、20世紀を

構築したパラダイムを見直す必要性が生じて

いる 。しかし、 |時代がと、んなに変わっても「職

業人であろうとする前に、 真っ当な市民であ

れ! J という 個人に謀せられたコ ンプラ イア

ンスが変わることは無い。これが現代の建築

士が継承しなけばならない普遍的なコンブラ

イアンスである 。

- 日本の生産システムを支えてきた

建築士制度

少し視点を変えて、わが国の建築生産シス

テムから安全性等の品質管理を考察すると、
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向性が示されている。つまり、ゼネコンの所

長には、受験資格がなくなるのである 。 しか

し、前述のように、多くの技術が複雑に組み

今わさって椛築する建築のフ。ロセスは、責任

の所在が明確化すればするほど、 一部の梢成

員に能力の低い技術者が関与すれば、システ

ムに破綻が生じる 。官公庁や一流企業のよう

に責任分担が完壁な組織でも、個人DA T A

の流出や年金DA T Aの紛失事件に関して無

力であ ったことが、そ れらを如実に物語って

L、る。建設生産システム等の高度な技術体系

の上に成立する建築物に| 刻する法制度は、 一

過性の時代のムードやモノローグで語らず、

多くの異なった視線からのな見を受容し、文

明を保持するリスクも 掌握した上で全体像を

構築すべきであろう 。

- これかうの建築士像

今世紀の建築士に期待されるものは大き

い。中央から地方へ、官から民へ権限が委譲

される方向ヘ時代は移りつつある。偽装事件

により、少し後退した感があるが、こうした

時代背景を先取りし、建築士会は、偽装事件

が発生する前から、既に動き始めている。公

益団体は、自らの仕事のレベルをあげる乙と

で、社会に恩返しをしなければならないと考

えている 。建築士に対する継続能力開発

(CPD) 制度は、すべての建築士を対象に、

基礎的教育や専門能力、職業倫理を含めた法

制度に関する継続的な研修を行い建築士の資

質の維持向上を目指すものである 。専攻建築

士制度では、専門分野を社会に明示し、専門

家としての より高度なレベルを目指すもので

ある 。この両制度を維持発展させることによ

り、現代社会と次代が要求する建築を実現で

きると考えている。

Ｈゃながわはるふみ材団法人大阪府主ｾ築士 会 特任顧問Ｉ

ヨ

施工者として

岸 宰敏

建築士のうち、実地の生産現場を担う施工

の立場について私見を述べることとする 。

. 建設業の現状

日本の建設業者は、ピーク 時の13%減にな

った今でも約52万業者あり、 一人で、やってい

る個人業者から l 万人近くの従業員を擁し、

施工部門だけでなく、設計部門や技術・研究

開発部門まで、を持ったスーパーゼネコンと呼

ばれる大企業まで千差万別、多種多様で、ある。

その大多数が零細・小企業で、平成18年の国

土交通白書では、個人業者が12万 2千弱 (22.4

%) 、資本金500万円以下が25万業者 (46.3%)

であり、資本金 l 億円以上はわずか 6千社

(1.15%) である 。また、建設投資( 発注量)

は約52兆円でピーク H寺の 6 割に減少したも

のの、国内総生産 (GDP) の HHJを占める

重要な産業のひとつであることには変わりな

L 、。

建設投資は大幅に減少したにもかかわら

ず、業者数はピーク時の13%減で、仕事量に

対して業者数が多く 過剰状態であり、これが

今回の事件の要因のひとつでもあった。



建築士とは、建築士法で国家資格として一

級、 二級および木造建築士が定められ、その

行う業務は同18条において 『設計および工事

監理j を行うものとされており、関係法令を

遵守し、業務を誠実に行い、建築物の質の向

上に努めるだけでなく、“ 説明" および“ 報告"

の義務と責任が謡われている。

日本建築士会連合会の調査に基づく推計で

は、 一級建築士の資格を持っている人のうち

3  i!t1J の人が設計と工事監理を行っており、 他

の人は、施工会社をはじめ公務員・ディベロ

ツＯｾー ・ 金融機関 ・教育研究機関 等 幅広い 分

野にいるという、世界でも稀な状況である 。

この建築主をはじめとするあらゆる分野に建

築の専門知識を持った人がいるという恵まれ

た環境を、良い方向に生かす必要がある。良

いストックとしての建築物をつくるために

は、良い設計はもちろんのこと、適正な工期

と適切な予算が前提であるが、近年のコスト

追求の競争は施主と請負者が協力し良いもの

をつくっていこうとする姿勢から離れたもの

となっている。

施工者は、建築主( クライアント) の注文

するものを設計図に基づいて期限内に完成

し、安全で要求された機能を満足させる建築

物をつくることを目的とするものである。そ

のためには、施工知識、マネージメントだけ

でなく、設計図書が十分に把握でき、関係法

規にも精通していることが必要である 。

- 設計図の読み取り

建築は工業化が進んで、きたとはいえ、多く

が一品注文生産で、あり、電気製品や自動車な

どとは大いに異なる点である。設計図も意匠

( 建築) 、構造、電気、空調 ・衛生設備などが

あり、工程を含めて複雑に関係している。

現場施工にあたっては、設計図のみで建築

物を完成させることはほとんど不可能であ

り、現実には多量の施工図を作成の上、摺り

合わせ承認というハードルがあることを知っ

ているのは、建築工事関係者のみである。世

の中の多くの人々は、有名建築が美しく拙か

れた設計図のみから建築されると思ってお

り、土木屋さんからでも「建築屋の施工図と

はどんなもの? J と問われることさえある 。

鉄筋コンクリートの建物では、個体図( 別

枠コンクリート図ともいう) を作成して、型

枠業者、鉄筋業者、設備業者に岡田百して構造

躯体をつくりあげていくのだが、構造的な検

討はもちろんのとと、建具、防水、外装、内

装から設備工事まですべてがこの掘休図を基

準として進めら れて p く。以前は現場の主任

が掘体図をなめるように赤鉛筆を入れて最終

図面をつくりあげ、仕上げ前の躯体修正( は

つり) がないことを誇りとしてきたが、最近、

掘体図を外注の作図業者に発注し、掘体品質

はそこの担当者の腕の良しあしに依存するケ

ースが増えてきている 。ベテランの職員が

2007年問題などで退職しかけているので、ゼ

ネコンではgl 重体図の扱い方を若手に伝承しよ

うと躍起になっている。 しかし、 90年代の 3

K 問題「きつい ・汚い ・危険J と、その後の

バブル崩擦により、これらの継承者となるべ

き若者の現場離れが目立っている。

鉄骨製作図、建具製作図、その他仕上げ材

製作図などは専門業者が作成するにしても、

平面詳細図や天井伏図などは現場で作成され

る。チェック摺り合わせと設計監理者の承認

が必要なものは多量にあり、施工段階での作

業量のかなりのウェー 卜を占める。基本的に

設計図を読み取った上で施工図を作成してい

くのだから、当たり前のととをやるだけとい

えるが、なかには、施工図を作ってから設言1-

図を完成させると L 寸設計者に当たることも

あり、施工担当者としてのやりがいを感じる

人もいるようである。

しかし、今回の改正で、確認申請図通りの

ものをつくる必要があり、変更が生ずると申

請の出し直しということになると、 H寺聞と 経

費がかかり、建築主と設計者n の協力と理解が

必要となってくる。

- メンテナンス・ LCC ・環境

建物は完成した瞬間から経年劣化が始まる

といっても過言ではない。現代の建築には空

調 ・給排水・電気 ・昇降機 ・立体駐車場など

がインストールされており、外観と同様に、

これらも劣化が始まる 。

施工中は娘を嫁に出すような気持ちで育て

るようなものであり、不具合に気付いた場合

には竣工前に是正できるものが、気付かずに

引き渡してしまい、供用中に支障をきたすと、

客先も不使を蒙るのはもちろん、ゼネコンも

供用中の手直しとなって余分な費用の発生と

L 、うだけでなく、信用を失うこととなる 。

その意味で、施工に着手する前から不具合

のリスクを発見することが重要となるが、デ

ザイナーのこだわりがリスクを覆い隠した結

果、恐れていた通りのことが起こることもあ

る。きれいなパラにはトゲがあるという乙と

だろうか。事前に不具合のリスクが十分に検

討された建物は、ライフサイクルコスト及び

省資源 ・省エネルギーの点でも、 ユーザーに

とっても施工者にとっても幸福なことだと思

える 。スクラップ& ビルドではなく、使用者

と地球環境にやさしい建物を丁寧に施工し、

長く大切に使用してもらうことが、この点で

も大切なことであり、建築屋の責任は重い。

- 新技術・展望

機械工学、化学、電気工学、電子工学など

工業技術のあらゆる分野の応用を建築分野は

担っており、産業資材のエンドユーザーでも

ある 。競争が激しいのは独り施工部門だけで

はなく、メーカーも競争にさらされている 。

現在の施工者には、最高裁の判例にあるよ

うに、建築における最終責任者として、従来

の破庇保証、完工保証に加えて設備不備の保

証まで求められ始めている 。また、新技術の

開発も大手ゼネコンの技術研究所なと、で、行っ

てきた。結果として、日本のゼネコンの施工

に関しての、物流・荷揚 ・工程などのソフト

管理技術や、作業問調整などのマネージメン

ト技術は国際的にみても高い水準にある。 し

かし、コストのみが追求される競争社会では、

こういった部門が切り捨てられることになり

かねない。これまで

たすのか?

日本人のアセンブル能力は施工部門におい

ても存分に発揮されているというべきでで、あ

り、この能力を生かし“ 安心・安全な社会"

の建設に貢献していくことで、社会から信頼

され、若者に魅力ある建設業になることがで

き、産業として新陳代謝が図れる。また個人

として、建築士会のCPDをはじめとする制

度を活用し、自己啓発に努め、最先端技術等

社会の動きを身につけることが肝要である 。

( きし ただとし 社団法人大阪府建築士会常任理事)
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信頼される

構造設計をめざして

樫原健一

20 建 築 と 社 会 冒2∞7.9

耐震偽装事件は2005年11月に発覚し、さ

まざまな社会的問題が露呈する中で、建築基

準法や建築士法が改正された。その結果、本

年の 6 月20日より施行されている確認申請

の新制度によって、建築界では大きな設計業

務上の困難と停滞が生じている 。そこには、

建築関係者の聞でさえ、構造設計という職能

に対する根本的な理解不足が内在しているよ

うであるし、構造設計者でもそれぞれの言い

分が異なっている 。ここでは、筆者の経験と

現在の状況をふまえて、構造設計のめざすべ

き方向について論じてみたい。

まず、構造設計という業務について、次い

で市指号性能をめぐる法規定とのかかわりにつ

いて、そして現代社会とのかかわりについて

述べ、最後に、社会環境的な視点で構造設計

の展望ヘ論を導くつもりである 。

- コンピュータ時代の「崇高なる者J

コンピュータが大型で、一部の研究機関で

しか用いられることのなかった1970年代の

前半、構造計算は計算尺とそろばん、よくて

せいぜい関数電卓を用いて行われていた。一

貫( 構造計算) プログラムというものが普及

し出したのは1980年代に入ってからである 。

1981年に改正された建築基準法施行令のい

わゆる新商標設計法は、まさに構造設計のコ

ンピュータ時代を躍進させる働きを担ったと

L ミうべきであろう 。この頃に構造設計という

業務が劇的に変わった。

筆者は1973年にゼネコンの設計部に入り、

最初に構造計算を担当した建物は 9階建ての

鉄筋コンクリート造共同住宅であった。平面

が三角形の特殊な形状で、連層商標壁を内蔵

しており、今でも 一貫プログラムによって解

析するのは困難で、あるが、これを手計算( 長

期応力は固定モーメント法、 地震時応力はD

値法、 D値〈横力分布係数〉の計算は携角法

で基礎回転や境界梁効果算入) で何度も解い

た乙とを憶えている。意匠担当の先輩がスパ

ンや階高、仮定断面の変更を連絡してくるた

びに、計画上の打ち合わせと計算のやり直し

を( 内心は不平と不満が穆屈する状態で) 繰

り返した。確認申請提出期限に間に合わせる

ために何度徹夜したかしれない。心情として

は、まさに 19世紀の「崇高なる者J 1) と変わ

るところがなかった。その後、 一貫プログラ

ムがあればなんと楽になるととかと思い、子

計算そのままのプログラムを社内数名で、作っ

たこともある。 しかし一貫プログラムででき

ることは構造設計という業務のうちほんの一

部にすぎない。

構造設計とは、構造形式の選定から始まっ

て、材料や部材の計画、 地盤調査を経てテ、イ

テールを検討し、コスト試算まで行う 。構造

計算はその中で部材の安全検証を行うプロセ

スで、与えられた建築計画に対して予測され

る外力を設定し、部材の断面を仮定して応力

解析を行う 。そして解析結果の応力が部材の

許容耐力以下であることを確認すれば格造計

算( 1 次設計) は完了する 。1980年代から

始まった新市捜設計法では、 2 次設計( 保有

耐力計算) も必要となった。 2 次設計の規定

は複雑で、、学術的な研究から政令や告示に導

入された構造計算式に、設計者の判断と理解

が追いつかない状況が続いた。一連の構造設

計業務の中で、構造計算の占めるウェイトが

格段に上昇し、もはやコンビュータなくして

大規模構造物の構造設計は不可能となった。

その後の情報化社会の進展についてはいう

までもないが、結果として一貫プログラムは

構造計算を独泣した業務分野にしてしまう乙

とになった。構造設計者も新技術を開発し、

復雑な構造計画と計算チェックを扱う技術者

と、構造計算や構造図作成 ( CAD) を下請

けで行う L 、わゆる外注技針諸に分極化 してい

かざるを得なかった。

問題は、構造体の質すなわち安全性にかか

わらない次元で構造設計者の業務が拡大し、

「崇高なる者j の分断をもたらしたことであ

る。この分断は同一技材諸においても生じて

おり、フ。ロジェクトごとに交代する側面を持

っている。一流の構造設計者たらんとする者

には、多くの設計指針( 構造規定や技術慣行)

を読みほどきつつコンピュータと 向かい合う

地味な計算屋と、新しい技術を開発し建築家

や施主を説得する構造家の二面が要求され

る。 さらに収入を確保するには、構造計算を

担当した建築について確認申請を通さなけれ

ばならない。つまり構造設計者とはたまらな

く忙しくて、しかもストレスが蓄積する職能

である 。



• I伽藍が白かったときJ の構造設計

コンピュータ時代に突入した1980年代は、

同時にパフマル経済の時代で、もあり、市街地に

は高層の分譲マンションが林立し、超高層建

築は次から次へと都市のスカイラインを変え

ていった。

この状況は21世紀に入って数年経過した

現在も続いている 。たしかに建設業界と不動

産業界の景気は、高層マンションのプロジェ

ク 卜によ って左右されている。 しかし、前慣

偽装事件はこの高層マンションにおいて発覚

し、さまざまな社会的問題が露呈した。阪神

大震災の場合も分譲マンションの回復がもっ

とも遅れた。筆者は問題の本質が建築基準法

よりも、構造体を共同所有するというマンシ

ョン法( 区分所有法) にあると考えるが、こ

こでは問題となった構造( 特に市探) 規定の

意味について述べる 。つまり同捜強度」と

いう指標が構造規定としてどれほどの意味を

持っているのかである。

ル ・コルビュジエが1930年代のアメリカ

を訪れた後に記した著書 2) で、ニューヨー

クの高層建築をフランス中世のゴシック建築

に比定して、フランスの都市計画行政を次の

ように批判した。「かつて伽藍が白かったと

き、法規は適用などされなかった。伽藍は反

法規的であった。フランス精神は、無気力と

硬直化の時期をのぞいて、法規っぽくはない。

技術の奇跡の推進のもとに新しい世界が出現

しようとしている今日、光の者II( ノ刊の別称)

の先生がたが泣訴見を適用する。やがて都に光

が消え失せるであろう」。

筆者が1987年に関西で初めてのR C造超高

写真 1 関西発のR C造超高層住宅 (1988年施工中)

説明する紙幅がないが、要点は構造物の持つ

保有水平耐力を必要な水平耐力で、割った値が

「耐震強度」で、 新耐震設計法の 2 次設計で

これを計算し、l . 0以上あることを証明しな

ければならない。確認申請を通ったマンショ

ンはすべてとれをクリアーしているはずで、あ

る。ところが計算法( あるいはプログラムの

ｊｾ ージョンＩが変われば、数値が変動するの

である。なぜなら面捷強度という指標は分母

と分子の数値が互いに関連しており、それぞ

れ条件によ って階段状に変化するので、条件

を少し変えるだけで結果が大きく変動する非

常に不安定な指標である 。これは規定に欠陥

があるのではなく、市持聖性能というものの不

安定さを表している 。

耐震性能というのは抽象的な概念であっ

て、「震度 6強で倒壊しな Lリと表現しても

| 慶昧である。地震力を表す震度 6強は数値的

にl隔があり、 「倒壊j にしても明確な統一基

の関連で定量的に定義することは不可能であ

る ( 写真 2 および図 1) 。構造専門家なら常

識的なことであるが、このI慶昧さが建築の社

会でさえ理解されておらず、ましてマンショ

ンの住民に説明できない。しかし、法規定( 告

示) の中で、各指標は確定的な数値を以て規

定されている 。まして経済行為であるマンシ

ョン事業にあって、厳しい競争のすえに利益

を上げなければならない状況で、構造設計者

の職能はぎりぎりの線で数値をク リアーする

ことにある 。そのためにコンピュータと格闘

せざるを得ない悲しい存在である。

問題の所在は、マンションという、ユーザ

ーにとっては一生を賭けた大金を費やす買い

物の価値について、このようにI慶昧な数値に

すべてがかかっている社会状況にある 。本来

は幅をもって捉えるべき確率論的な数値が、

法規定になると確定的になってしまう 。そこ

に建築行為の尊厳を損なう何かがあることを

コルビュジエが語っているのではないだろう

力、。

科学 ・技術の発達はパワーを増大させる

が、人聞が持つコントロール能力の方は増大

しないものである 。近代合理主義の精神を体

現した建築家はそのことを見抜いていたに違

いない。

層住宅の構造設計にかかわったとき( 写真 準というものが存在せず、少なくとも人命と 写真 2 これは倒壊か (1995年阪神大震災の被害)

1  ) 、大臣認定物件ということもあ ったが、

規定に縛られない設計の自由を感じることが

できたし、霞ヶ関ビルの建設記録を記した一

般書 3) によっても、躍動する建築技術感が

うかがえる。法律に定める構造規定で定義し

ている範囲を超えたときに構造設計者のスト

レスが多少は解放され、安全な構造体への道

が見えてくることをいいたいのである 。職能

とはそういうものではないだろうか。

耐震偽装事件のマスコミ報道で有名になっ

た「耐震強度」と p う指標についてくわしく
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• i自然状態J 社会の建築確認制度

建築確認制度の生まれた敗戦後の日本は、

アメリカ合衆国の占領下で、民主主義と平手[ 1

溜法のもとに国土復興、経済回復、高度成長

に国民が文字通り 一丸となって取り組んで、き

た。経済成長の背景には勤勉な国民性と活発

な企業活動があり、好余曲折はあっても直線

上に成長を続けてきた。そこには楽天的な成

長主義があり 、一所懸命に働けば盟かになる

という神話が成長の影にある歪みを見えにく

くしていた。建設業においても建築設計界で

もこの思恵の外にはなかった。

神話が崩れ出したのは、 1990年代のパフソレ

経済がはじけた頃からであり、特に1995年の

阪神大震災以後は景気という 言葉さえ思まわ

しく感じられるほど、戦後価値観の喪失が顕

在化している 。グローパリゼー ションの名の

もとに、すべての部面で自由競争の原理が持

ち出され、取り残される人はその存在自体が

惑であるように扱われる 。教育や学問の世界

でさえ、数f直目標をめぐる自由完売争である。

学歴と 収入の絡差は拡大し、 セーフテイネ ッ

トであるはずの年金制度があてにならない。

地震被害で失うのは必ず弱者の生命と財産

で、一方とんでもない理由なき犯罪が頻発す

る。被害者はつねに社会での負け組とよばれ

る。弱者を救う 制度はあっても官僚主義に阻

まれて機能せず、個人の善意に頼らざるを得

ない社会。

これはまさにホッブス 4) が描く I1当然状態J

そのものではないか。「リヴァイアサン j の

第 l 部で、ホ ッブスは人間のさまざまな情念

を描いているが、これらの情念が横溢する社

会こそ自然状態、すなわち各人が各人と敵対

する戦争状態であると捉える。そのような社

会で、確定的な数値を用いた構造規定が果た

す意味を考えてみなければならない。筆者は

自由競争が惑いと主張しているのではなく

( ただし好きではな L 、) 、確実に変わった日本

の社会においては、「数値目標J というもの

が変質せざるを得ないことを示唆しているの

である。

数値は確定的で、あり、コンピュータを用い

ればなんで、も評価してしまう便利な代物だ。

しかし、自然状態における人間の情念を数値
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化しても意味がないのと同様に、 I慶昧な両捜

性能というものを数値化して、これをいかに

厳密に運用したところで、建築の安全性が高

まるものでないことは自明のことである。現

代の社会で両慢強度の数値が意味を持っとす

れば、建築生産という経済行為の場において

であって、コスト競争力、不動産仙i値や固定

資産税の算出基- 準にはなり得る。その行き着

く先は単眼的な性能評価である 。建築確認が

担当者の一切の裁量l隔を排して杓子定規の数

値評価しか行えない現状は、建築行為を嫉み

や裏切りの横行する自然状態にさらしている

ことにほかならな p 。

構造計算の適合性判定という新しい制度

は、数値一辺倒の単H良的な評仰を排し、複眼

的・多眼的な評価を与える方ヘ建築確認行為

をシフトさせる乙とであるべきだろう 。「判

定j という権威主義的な名目で重箱の|潤をつ

つくようなチェックは本来の主旨に反するこ

とである 。新しい制度の運用が成功すれば、

少なくとも建築界は自然状態を脱却して、建

築確認制度を「リウe ァイアサンJ としてあお

ぐことができる。すべては確認を行う主事と

ピアチェックを行う椛造設計者にかかってい

る。制度の運用について私見を述べれば、使

用者( 居住者) が限定される場合、構造計算

のピアチェックは必要でないと思う 。 さらに

他の単体規定ですら確認の不要な項目がある

のではないか。確認を受ける項目を申請者が

選択して限定する運用があってもいいのでは

ないかと考える。

• i大いなる正午J の建築

建築の持つ目的が梢造安全性のみでないこ

とは明らかで、そのあり方は人間存在の根源

にかかわる 。ことに住宅においては、居住者

個々の生活を規定し、さらに共同住宅である

マンションではコミュニティそのものを形成

する 。マンションの建築計画上は、プライパ

シーを保護するための工夫は可能で‘ 、区分所

有権を幸1ぱ子することができょう 。 しかし構造

上の安全性にれは前協だけでなく他の外力

でも同じだが) を区分所有することは、現実

として不可能である。この問題は阪神大震災

で被災したマンションの改修と建て替えをめ

ぐる紛争や、今般の耐震偽装をめぐる居住者

の対応において明らかになった。同じ問題は、

関西に多く残っている老朽化した長屋住宅に

も存在する。たとえ耐久性が100年あると保

証されても、 100年後にそのマンションはど

うなるだろうか。問題を先送りしているに過

ぎないのではないか。

耐周年数が来たときの所有権がどうなって

いるかは、だれも考えが及ばずにマンション

はどんどん建設と分譲が繰り返され、新しい

コミ ュニティが中途半端に形成されているの

が現代都市の特徴である 。環境に負荷を与え

る( つまり撤去・建て替え) ことなく大規模

の構造体を更新してLぺ技術はまだ存在して

いない。そうでなくとも地震が起きるたびに

新しい被害パターンが露見して構造規定が変

わり、その結果、 F仰字不適格建築を大量ーに出

現させる悪循環に入っているのが現状であ

る。まだローン返済の残っている中で、急に

既存不適格と焔印し、人生設計を狂わせるこ

とは政策上の大きな誤りだと思う 。人はい っ

たいどこで暮らせば涜心できるのか。

日本の各地には、確認申請制度の生まれる

前から存在し、人々が平和に暮らしてきた町

村が多く残っている。時には地震や風水害に

遭遇して被害を受けつつも自力で再生して、

住民はコミュニティを守ってきた。こういっ

た11IJ村を地震被害から守り、老朽化 と戦いつ

つ日本の地方文化を継承していくには、現行

法にもとづく木造の構造規定が無力であると

指摘されている 。筆者は構造設言ド者仲間 (日

本建築構造技術者協会関西支部) とともに、

コンピュータや部材レベルの詳細な数値規定

に頼らない木造建物の構造設計法を開発し 5) 、

実地応用を全国的に展開している中で、地域

社会からの信頼感を獲得できる手応えを感じ

て い る ( 写真 3) 。 この構造設計法は建築基

写真3 耐震改修する古い町家 ( 山口県萩市)



準法の規定に合致しつつ、難解な数値計算や

枝葉末節の数官凱見定を回避したもので、構造

専門者でなくとも扱うことが可能である。

ニーチェは 「神は死んだ」 とu11び、人間が

動物( 自然状態) から孤独な じ国人」にいた

る道程の半ばで、希望に満ちた時を 「大いな

る正午」と 名付けた 6) 。数値検証の悪循環に

もがく乙とから解放されるとき、建築に関係

する者は「大いなる正午」を迎えることがで

きる 。結論をいえば、柿造設音|者が構造計算

をしなくても梢造安全性が確保できるとき、

そのH寺こそが 「大いなる正午j ではなかろう

力、。

- リカレン卜なシステムの構築

数値検証の悪循環を断ち切る技術的な芽

は、すで'1こ出始めている。その芽というのは

免震 ・制震技術で、あり、 建築計画的には個体

群住居である。個々の安定 した構造体を制震

ダンパーや免震装置で連絡して多彩な建築形

態と構造改変を可能とするリカレントな シス

テムは、構造形式として理論的に不可能では

やSI 住宅 とも異なる。 リカレ ン トな シス テ

ムでの設計者 の役割は、個々の部材の設計で

なく、シス テム全体の存命期間中の時系列的

な設計である。構造設計はもはや建築設言|や

設備設計とも融合した総合的なデザイ ンで、

複雑な桝造計算とは縁のないものとなる 。

本来の梢造設計は数値計算によ ってで、はな

く、 力学的な正しい直観にもとづく形態の組

み合わせか ら生 まれる 7)。 工場生産の安定 し

た単体空間を組み合わせたときの応力状態

は、連結する免震 .11刊誌装置によ って決まる

ので、設計変数が少な く検証結果が明快とな

ろう 。居住者は文字通り、独立 した空間と梢

造体を区分所有 しているのであり、個人の者1¥

合で構造体ごと転居することも できる。こう

いったリカレ ン トな システムが実現するため

には、居住権・所有権に関連する諸法規の松

備が不可欠であるし、技術的には環境共生に

西町昔、した桝造体のメニ ューが出そろわなけれ

ばな らない。例えば、 鋼板を箱形に組み合わ

せた 「セル システム J 8)  (図 2 ) や、スギ| 間

伐材を利用した i j . Pod システム J 9)  (図 3 )  

図 3 j . Podを用いた集合住宅

(モンタージュ J ohn Barr)  

L 、る シス テム である 。

211並紀に入 ってから、情報化社会の動きが

加速し、建築設計の意味が変貌しつつある 。

特に椛造設計においては、近年頻発する大地

震や風水害への対応と国を挙げての防災キャ

ンペーン (耐震化戦略) から想像できるよう

に、従来の枠組みから脱却しなければに っち

もさ っちも動きのとれない状況が読み取れ

る。そんな中で、少しでもいい方向を見いだ

すこと ができれば、構造設計者は踏路な く実

行ーする勇気を持つことが必要であろう 。

現在の日本にあ って、梢造設計者ができる

ない 5) 。一昔前に流行したメタボリズム建築 などは、このようなコ ンセプ トで開発されて ことは一つしかない。それは、 l慶昧な構造性

i  l  L ト m

国 自 自 自

自 自 自鍛議題富田

1  第1層住の組み立て 12  第1庖梁の地上組み立て

クレーンによるセルの個別組み上げ法 |  クレ ンによるセルの個別組み立て法

柱頂部設置式セルフクライミングクレーン| 地上設置型走行式門型クレーン

4 . 第1居スラブの地上組み立て

クレーンによるセルの個別組み立て法

地上設置裂走行式門型クレーン

5  第1層スラブのジャッキアップ

. 地上組みされたスラプブロックの揚

. ステップロッド式ジャッキアップ

3  第1層梁のジャッキアップ

。地上組みされた梁ブロックの揚霊

. ステップロッド式ジャッキアップ

品

6  第2層以降の組み立て

セルを 1庖スラブに揚重後、第 1層スラ

ブを作業床として 1- 5の作業を繰り返す

図2 セルシステム ( ハイパービルデインク研究会)

能・耐?震性能であ っても、これをできるだけ

高めるように努力し続けることである 。道に

終わりはない。法規定は、この崇高な職能を

守るように運用されなければな らないと思う 。
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「確認審査等に関する

指針J' こ基づく

審査・検査

葛原栄一

24 建績と社会 ・2∞7.9

改正された建築基準法が、本年 6 月20日に

施行された。今般の法改正では、構造計算書

偽装事件の再発防止等の措置のーっとして、

建築主事及び指定確認検査機関が建築確認の

審査や中間 ・完了検査を行うにあたり拠るべ

き「指針j が国土交通大臣により公表され、

確認審査等は、この「指針j に従って行わな

ければならないこととなった( 建築設備や工

作物についてもとれに準じる) 。

- 確認審査に関する指針

口「建築確認等の申請書を受けたときの審査J

- 申請書の正本及び副本、添付図書 ・書類に

おける記載事項の2を合性を確認。

・確認申請書や建築計画概要告に記載されて

p る設計者及び工事肢理者が、建築士法等に

規定された建築物を設計、工事監理できる資

格を所持しているかどうかを確認。

・確認申請書等の正本に添えられた図書に設

計者の記名・ 押印があることを確認。

・その建築物が、建築士による桝造計算によ

ってその安全性を確かめ られたものである場

合は、建築士法第二 卜条第二項に規定する「証

明書j の写しが添付されていることを確認勺

加えて、 今回併せて改正された建築基準法

施行規則により、申請書の添付書類として、

建築士免許証の写しゃ委任状( 代理者によっ

て確認申請を行う場合) も必要となる 。

口「確認申請等に係る計画が、法第六条第一

項に規定する建築基準関係規定に適合するか

どうかの審査J

・施行規則第一条の三第一項の表一等に基づ

き、建築基準関係規定に適合しているかどう

かを審査。

・法第六十八条の二十六第一項( 構造方法等

の認定) に係る認定書の写しが、添付されてい

る建築物等は、その計画が当該認定を受けた

構造方法等によるものであることを確認

・法第八十六条の七各項( 既存の建築物に対

する制限の緩和) に規定する増築等をする場

合は、法八十六条の七各項の規定の適用を受

けなL 、ことを確認。

口付帯造計算の確認審査J

・構造計算の種類が、建築物の梢造ま たは規

模に照らして、法第二十条( 構造耐力) に適

合しているとと、また、建築士法第二十条第

二項に規定する証明書及び構造計算概要蓄の

記載事項と整合していることを確認。

.  i時刻歴応答解析j については、国土交通

大臣の認定に係る認定書の写しと建築物の計

画を照合。また、構造図その他の添付図書の

記載事項との整合性を確認。

「構造計算適合性判定を要する建築物J に

ついては、構造計算適合性判定を求める前に

は、指針別表に基づく審査を実施。また、構

造計算適合性判定を受けた後には、判定結果

通知書に構造計算が適正に行われたものであ

る旨の記載を確認するとともに、その結果に

基づき最終的な審査を実施。

指針別表に基づく審査では、例えば、保有

水平耐力計算に用いる地震力と荷重・外力計

算書で算出した地震力とが整合していること

や、各階及び各方向の保有水平耐力の算出方

法が明記されており、それらが適切で、ある乙

と等を確認するととになる 。

口「確認審査の公正かつ適確な実施を確保す

るために行う措置j

・確認申請等が、建築基準関係規定に適合す

ることを確認したときは ili 在認済証j を、適

合しないことを確認したときは「適合するか

どうかを決定できない旨の通知書j を申請者

等に交付。

・確認申請等が、建築基準関係規定に適合す

るかどうかを決定することができないときは、

「適合するかどうかを決定できない旨の通知書」

を交付。なお、この場合で「軽微な不備」が

あるときには、備考欄に補正を求める旨等の

事項を記載し、申請者等に対して期限を定め

て申請書等の補正を求めることとする( 補正

が行われたときは、再審査を実施) 。 また、

記載事項に不明確な点がある場合は、備考欄

に追加説明書の提出を求める旨等の事項を記

載し、申請者等に対して期限を定めて追加説

明書の提出を求める( 提出がなされたときは、

再審査を実施) 。

・確認審査中において計画を変更するための

申請書等の差 し替え、訂正は認めない。

従来の設計図書の差 し替えや訂正といった

「↑ ｦｾ 行 ｪ については、今回の「指針」では建築

基準関係規定に適合するかどうか決定できな

いときは「適合するかどうかを決定できない

旨の通知書J を交付することとし、軽微な不



備を補正する場合や不明な点について追加説

明書の提出を求める場合を除き、確認審査を

完了することとし、 一切認められな くなった。

「軽微な不備」と は、例えば、 ①図書の乱

丁がある場合①正本または副本の一部の図書

の落丁がある場合①認定書若しくは認証書ま

たは乙れらの別添の写しが、添付ーされていない

場合( 認定または認証の取得日が当該確認申

請日 以前のものに限る) ①添付- 図書の計算式

や計算結果は正しく記載されており、当該結

果の数値等を確認申請書に記載する際に誤記

または記載漏れがある場合等といった事例が

施行と同日付けで出された 「建築物の安全性

の確保を図るための建築基準法等の一部を改

正する法律等の施行について( 技術的助言) J  

(以下、技術的助言とする) により示された。

- 構造計算適合性判定に関する指針

口「構造計算適合性判定のための審査」

・国土交通大臣が定めた方法による場合( 手

計算や大臣認定を受けていないプログラムに

よる場合) は、諸数値の設定やモデル化、解

析法 ・算定式等の適用等について、指針別表

に基づく審査を実施。

・匡l土交通大臣の認定を受けたフ。ログラムに

よる場合は、指針別表に基づく審査に加え、

構造の種別、規模その他の条件がプログラム

の使用条件に適合する乙と、設計者が用いた

プログラムと同ーのものを用いて構造計算を

行い、構造計算書に記載された構造計算の結

果と 一致すること等を確認。

口「構造計算適合性判定の公正かつ適確な実

施を確保するために行う措置J

・構造計算適合性判定の審査を行うにあたっ

ては、原則として二名以上の構造計算適合性

判定員によって実施( 構造計算適合性判定機

関が行う場合) 。

・建築主事等に対し、その結果を記載した通

知書に構造言十算適合性判定を行ったことを証

する書類等を添えて交付。

・構造計算が適正に行われたものであるかど

うかを判定することができないときは、建築

主事等にその旨及び理由を通知。 この場合、

補正が行われたときや追加説明書の提出がな

されたときは、それらを図書及び書類の一部

として再審査を実施。

- 完了検査に関する指針

口「完了検査の申請書の提出を受けたときの

審査j

・申請書や、添付図書 ・書類の記載事項が相互

に整合している乙とを確認。

・完了検査の申請書に記載さ れた設計者及び

工事監理者が、建築士法等に規定さ れた建築

物を設計、工事監理できる資格を所持してい

るかどうかを確認。

・完了検査の申請書に確認以降の軽微な変更

の概要が記載されている場合は、施行規則第

四条第一項第五号に規定されている書類の添

付を確認。

口「建築基準関係規定に適合しているかどう

かの検査J

. 軽微な変更説明書が添えられている場合

は、施行規則第三条の二に規定する軽微な変

更に該当するかどうかを確認。

・申請書等に記載さ れた工事監理の状況、施

行規則第四条第一項第二号及び第三号に規定

する写真、目視や簡易な計瀕|臓器等による測

定、建築物の部分の動作確認等により、工事

が施行規則第四条第一項第一号に規定する図

書の とおり 実施されたかどうかを確認。

なお、技術的助言によれば、施工の関係上

やむを得ず発生する可能性の高い変更などに

ついては、当初の確認申請図書及び書類にお

いて、 ①施工の関係上やむを得ず発生する可

能性の高い変更事項への対応方法があらかじ

め検討されている場合( 例えば、施工時に杭

基礎に一定の範囲内でずれが生じても構造耐

力上支障がないことがあらかじめ確かめられ

ている場合や、この範囲を超えてずれが生じ

たときに必要な補強方法があらかじめ検討さ

れている場合など) ①法第六十八条の二十六

の規定に基づく構造方法等の認定を受けた材

料や工法を、当該構造方法等の認定を受けた

他の同一仕様のものに変更する場合にあ って

は、確認申請や構造計算適合性判定において

当該変更の内容を含めて審査し、確認済証を

交付することができるとされている 。この場

合、当該変更内容の範囲内で施工が行われて

L ミる限り、当該事項に係る計画変更確認の手

続きは要せず、当該事項以外の計画変更の申

請等の適切な機会に、当該事項に係る対応、結

果について報告を受けるものとされている 。

口「完了検査の公正かつ適確な実施を確保す

るために行う措置j

・建築基準関係規定に適合することを確認し

たときは「検査済証」を、適合しないことを

確認したときは 「検査済証を交付できない旨

の通知書」を申請者等に交付。

・軽微な変更説明書の内容が軽微な変更に該

当しないとき、工事が確認に要 した図書の通

りに実施されたものであるかどうかを確かめ

ることができないとき等は、「検査済証を交

付できない旨の通知書」を交付し、備考欄に

追加説明書の提出を求める旨等を記載し、期

限を定めて建築基準関係規定に適合すること

を説明するための書類の提出を求め、再検査

を実施。

- 中間検査に関する指針

「中間検査に関する指針j は、ほぽ 「完了

検査に関する指針j に準じたものになってい

るので、解説を割愛させていただく 。

*  

本稿執筆時点( 7月20日) において、大阪

市が受け付けた確認申請は 2件であり、設計

者の方々も、法改正の影響をうかがっている

状況と思われる 。

今回公表された「指針j では図書の差し替

えや修正といった従来の「慣行j が否定され

るなど、設計者に非常に厳しい内容となって

L唱が、構造計算書偽装事件は国民に非常な

不安を与えた事件で、これにより失墜した建

築士の信頼回復のためには、なんとしても乗

り越えなければならない壁であると考えてい

る。ぜひとも、この失われた信頼を回復する

ために頑張っていただきたい。

( なお、本稿は「指針j を抜粋しているため、

詳細は国土交通省のホームページ等で確認し

ていただきた p )

( くずはら えいいち

大阪市計画調整局建築指導部建築確認担当課 長
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改正構造関係基準の

ポイント

太 田 寛

26 趨築と社会 ・2∞7.9

今回の法改正は不適切な梢造設計の排除が

目的であり、従来の設計の枠組みを大きく改

変するものではないとされている。 しかし、

これまで設計者判断とされていた領域に関し

でも、考え方や要求される数値が細かく規定

化 されたため、多くの梢造設計者に影響は及

んでいる。

以下に、今回の改正構造関係規準の主な点

を列記する。

- 構造計算適用

構造計算の名1習が変わり、建物規模等に応

じて適用できる計算方法が 明示さ れた ( 表

1  ) 。法20条第 2号に相当する建築物は「構

造計算適合性判定を要する建築物」である 。

- 荷重及び外力

①設計用地震力の算定

設計用地震力は、 一般に建築物が柔らかい

方が小 さくなる。過剰に小 さな設計用地震力

にならないように「地盤や杭の変形を考慮し

てはいけなLリこと、および「建築物の初期

剛性を用いる( ひび割れを考慮してはいけな

L、) J ことが定められた。

- 保有水平耐力計算その他の構造計算

(1) 鉄筋コンクリー卜造の一次設計

①耐力壁のモデル化

表 1 構造 計算 の方法

法20条 構造計算の名称

開口付き耐力壁の強度計算に開口高さ (h
o
)

も考慮、しなければならなくなったため一従来

は開口面積 (hoX 1
0
) および開口幅( 10) の影

響のみ考慮一、縦長開口を持つ壁の強度が従

来より小さく算定されるようになった。

また、上下の床および梁に接する開口があ

る場合には、 l 枚の耐力壁とみなせないよう

になった( 図 1) 。

しょ」
図 1

耐力壁の考え方
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①耐力壁を有する 剛節架構の応力割増i

耐力壁が負担するせん断力の和が、階に作

用する地震力の50%を超える場合には、その

階の柱は、当該階が支える荷重に地震層せん

断力係数を乗じた数値の0.25倍以上となるせ

ん断力が作用するものとして、安全を石住吉宮(す

るように定められた。耐力壁に力を負担させ

概要

第 l 号 (時刻歴解析)

高さ60mを超える建築物が対象。いわゆる超高層建築物の設計であり、構造

iHr.tはl時刻歴応答解析を基本とする。

おさ60m以下のすべての建築物に適mできる。耐久性等関係規定以外の仕

様規定の適用を受けない。以下の検討を行う。

① 長期 ・短期の許容応力度、 梁、床版のたわみ②材料強度に基づく、極め

限界耐力 ilt f，l: て稀に発生する積雪、 暴風に対する3十r.t ①短期の許容応、力度に基づく地上

部分の損傷限界変位、地下部分の短期の許容応力度の確認①保有水平耐

カに基づく地上部分の安全限界変位の確認⑤屋線ふき材等⑤土砂災容に対

する検討

第 2 号

高さ60m以下のすべての建築物に適用できる。耐震設計としてルート 3 の検討

保有水平耐力 JHi: を行う。次の各検討を行わなければならなL、

(耐震計算ルート 3)  ①長 JUI ・短期の許容応力度、 梁、床版のたわみ②層間変形角③保有水平

耐力①屋根ふき材等

高さ31m以下のすべての建築物に適用できる。耐震設計としてルート 2 の検討

許容応力度等3 m

を行う。原則としてすべての仕線規定に従わなければならなL、。 以下の検討

( 耐震計算ルート 2)  

を行わなければならない。

①長期 ・短期の許容応力段、染、床版のたわみ②府間変形角③属根ふき

材等①岡11性率、偏心率等

比較的小規模の建築物に適用可能。一次設計のみを行い、構造計算適合

第 3 号

( 耐震計算: ルート 1)  

性判定は不要。

①長期・短期の許容応力度、染、床版のたわみ①屋根ふき材等



すぎて、柱部が極端に弱くならないようにす

るための規定である 。

①冗長性の低L 、建築協の応力割増

|哲の常時荷重の20%以上の荷重を支持す

る柱を架橋の端部に設ける場合は、梁間方向、

桁行方向以外の方向に水平力が作用するとし

て構造計算を行い、安全を確かめることが定

められた。一次設計用j習せん断力係数を 1. 25

倍とする検討に代えることもできる 。柱が少

ない建築物は不安定になりやすいことを考慮

した規定である。

①突出部の応力剖増

昇降機j蓄のように建築物の屋上から突出す

る部分、あるいは屋外階段のように外壁から

突出する部分は1 . 0以上の水平震度で設計を

行うことが定められた。 また、片持ちバルコ

ニーなど外壁から突出する部分は、 1. 0以上

の鉛直震度に対して設計を行うことが定めら

れた。

(2) 鉄筋コンクリー卜造の二次設計

①層間変形角・剛性率

要があると定められた。

- 鉄骨造の耐震計算

①冷間成形角形鋼管の保証設計

冷閲ロール成形、冷間プレス成形による角

形鋼管を柱に用いる場合、ルート 3では最上

階を除き、柱の曲げ耐力の総手[1が、梁の1. 5

倍または柱梁接合パネル耐力の1 . 3 倍の小さ

L 、方の耐力の和を超えるように定められた。

従来使われていた角形鋼管 ( STKR) の場

合は柱の耐力が梁の1. 5倍以上となる全体崩

壊形で、柱l州l も1. 3もしくはl. 4の応力剖増を

行って設計を行わなければならないことにな

った。

①IpliiJ 享比における当面の緩和値の撤廃

昭和56年以来、必要計 算ルートの判定にお

いて、 「当面の緩和値j を満足すれば、ルー

ト2 を選択する乙とが可能であったが、今回

の法改正で撤廃され、保有水平耐力の検討を

行: う乙とになった。

地震時の層間変形角とl I jリ附 |直とのより|変は、 ・限界耐力計算

全部材について行うことが定められた。この ①安全限界変位

時、 |潜の高さは当該階の床版上面位置から上 非木造建築物では層間変形角1175以下、

階の床坂上面位置までの鉛直距離である 。

②保有水平耐力算定時の外力分布

必要保有水平耐力算定時の外力分布につい

て、原則としてAi 分布とする乙とが定められ

た。建築協の性状により必要保有水平耐力分

布 ( Q叩分布) とすることも許容されるが、

Qun分布を採用しでも良い崩峻形が下記の通

り明確にされた。

・全体崩壊形

・部分崩壊形または局部崩壊形の場合は、崩

壊層以外で崩;唆する恐れがないことが確かめ

られた場合

①脆性f J 皮壊防止のための保証設計

鉄筋コンクリー ト造の柱、梁、壁において、

崩壊メカニズムに至るまでせん断破壊による

急激な耐力低下の恐れがないことを保証する

のに必要とするせん断余絡率が明確にされた。

@ 建築物の転倒防止

塔状比が 4 を超える建築物の場合、標準せ

ん断力係数が0. 3 を超えるか保有水平耐力と

等しい層せん断力が作用する H寺に全体転倒の

崩壊メカニズPムにならないととを確認する必

木造建築物では1130以下にすることが定め

られた。

①減衰の評価

減衰の大きさは塑性の程度を示す数値で計

算するが、その起点として、損傷限界時( 通

常、最初に降伏する部材が発生した点) では

なく、 図 2 におけるX
1
点とすることが定めら

れた。塑性の程度が小 さく算定されるため、

設計用地震力が大きくなる。

図2 減衰評価

①地盤増幅の計算

変 位

液状化に対する考え方が明記され、最大加

速度150Galで、の検討では液状化発生の危険

性がないこと、およひ'350Galでの検討では

液状化の影響が軽微であることが必要条例と

して明記された( 満足しない場合には地盤に

液状化対策を施す必要がある) 。

損傷限界時の地震力の算定に用いる地盤増

幅係数は、 告示に定められた略算値を使わな

ければならない。一般に l略H俗各i羽沖

も大きな{値直になる{ 頃向にある。

一方、安全限界H寺の増幅係数は精算式を用

いて算定してよいが、工学的基盤とみなせる

地盤の条件が厳i俗化され、地盤は水平に層を

なしており、適切な厚み( 層厚 5m以上) と

強さ( せん断波速度約400m毎秒以上) を持

っていることが必要であると明確にされた。

圃ピロティ構造建築物の設計

①崩壊形と必要強度

従来認められていなかった層崩壊が、ピロ

ティ柱の曲げIL時壊に限り許容された。ただし、

層崩; 燦の場合は特定階に損傷が集中し、エネ

ルギー|吸収が全体崩壊形にくらべて小さくな

るととを考慮して、ピロティ階の強度割増係

数 (α p) が定められた。剛性率 仔"'s) と比較し

て、大きい方の値を使う必要がある( 表 2 ) 。

② ピロティ層の部材せん断設計

ピロティ階での音防4の! 脂性破壊は許容され

ない。せんl附波壊を確実に防止するために、

以下の規定が設け られた( 表 3 、図 3 ) 。

表 3 部材の必要せん断余俗率

部材 |  外力分布

O.8QpとQmの小さな方の値

を設計 官官とする。ただし、

このf直がO.3QW2よりもt J 、さ

い場合はO.3Q山2を設計値に

採用する。

マ I I  Qmz r  

;  Qp  メカニズムH寺のI ) . ' l の陪せん断力のうち、ピロティ :

榊 Ｑｭ の支持 而 ｦｾｬ に応じた水平力

;  Qnt  : 柱il.i i、柱脚降伏11寺に柱に生じるせん断力

;  Q w， ピロティ榊而のピロティ階I江上階の耐力壁が負担す i

るせん断力

図3 ピロティ柱の設計用せん断力

( おおた ひ ろ し 株 式 会 社 側 組 大|坂本庖 l  

ill 築設計部門I1長、技術士( 建設部門) I  
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指定確認検査機関の

はたす役割

押川兼宏

28 建築と社会 ・2∞7.9

すこしばかりの期待と大きな不安の中で、

6 月20日が過ぎた。 しかし、当日の建築確認

申請件数はゼロであった。何事も起こらない。

法改正の今後を暗示するような静かな出発で

あった。その後、 1 カ月が過ぎ、戸建住宅等

小規模建築物の建築確認が大半を占め、構造

適合性判定が必要な建禦物の建築確認はほと

んど見られない。

今年 7 月16日に発生した中越沖地震は、死

者11名、全壊住宅 l 千棟と L 寸大災害をもた

らした。 さらに、活断層に近接する原子力発

電所の被害は、安全性に対する国民の不安を

大きくしている 。地震大国 日本の建築物に対

する安全性の強化はますます高まっている 。

建禦物の安全性の確保の基本法である、建築

基準法の適正な幸丸行が強く求められてL唱 。

建築基準法の大改正後 8年が経過したが、

指定確認検査機関は着実に業績を拡大し、建

築確認検査率の大幅アップや、性能規定化の

普及等に貢献してきた。他方、耐震偽造を見

過ごし、違法な建築確認・検査をしたとの批

判をうけた。国民の批判を真撃にうけとめ、

信頼を回復するためには、改正された建築基

- 設備審査

「事前審査制度j がスター卜してからわず

かであるが、改正法に基づく建築確認申請に

おいて、建築設備関係の設計図書を添付する

に際し、改正前後の相違点と性善説からの切

り替えが速やかに周知されるように望まれ

る。

規則第 l 条の 3 に基づく確認申請書に添付

する図書のうち、建築設備の設計図書にも建

築士の記名と押印が必要となった。乙のこと

は、建築設備の内容にも建築士が責任を持つ

ことである 。従前、意匠設計の建築士が建築

設備士らの協力のもとに総括的に纏める方法

が一般的であり、役割分担と責任の分化が行

われていたが、法改正により、 一定規模以上

の建築物( 3 階建て、かつ5，000rri) には設

備設計一級建築士の関与が義務付けられ、中

小士期漢の建築物には建築設備士、または建築

士の記名と押印が必要となった。

したがって、建築設備の設計図書は、規則

に基づく内容が必要となり、( 法第 6 条第 l

項第 4号の建築物の特例を除く) 規模の大小

準法の厳格な刺子に全力をあげなければなら にかかわらず建築設備の設計図書 の 尉寸が必

ないと考える 。 要となる 。このため、建築設備に関して馴染

- 審査指針

確認審査の厳格化のための対応として、権

認検査員は「審査指針」に基づいて審査する

義務が謀せられた。適正に審査したかどうか

について、条文ごとにチェクリストを作成し、

記載された図面や計算書及び添付図書の適法

性を確認することになる。特定行政庁への確

認検査報告書には、このチェックリストを添

付しなければならない。

また、審査にあたり、確認申請受理後の図

面の補正や差し替えが原則禁止された。誤字

脱字の訂正や軽微な変更等の申請図書の変更

が許される範囲については、具体事例の中で

個々に判断しなければならない場合も多い。

審査する側も判断に迷うが、申請図書を作成

する建築士はさらに大変なようで、記載の内

容、項目についての電話での問い合わせや事

前相談が多くなっている。

早期に、法改正に対応した確認検査マニュ

アルの整備が必要で、ある。

みの少ない建築士または関係者は、戸惑いと

対応に苦慮していると思われるが、特に、建

築設備の設計にかかわる機会が少な P /J 、規模

または一戸建て住宅等を専門にしている建築

士の方々に戸惑いが多く見受けられる 。

今後は、石服賛 ・経験等を重ねることにより、

建築設備の専門でなくとも容易に設計監理

できるようにしなければならない。他方、ホ

ームエレベータ ー・浄化槽等の設計 ・工事監

理においては、「認証型式部材等j がほとん

どであるため、容易に対処できるものと考え

られる 。「確認審査等に関する指針に従って

確認審査等を証する書類の様式」が定めら れ、

審査検査の際のチェックリス トとなっている

が、確認申請及び検査の|祭の参考として活用

されることも有効で、あると思われる 。

建築設備の検査においては、目視検査及び

動作確認を行うことが明確にされたのに伴

い、変更の有無及び機能などの検査が中心と

なるので、現場での理解・協力が重要である 。



- 今後の課題

・ 「まちづくり等J とのかかわりを大切に

指定確認検査機関は、確認検査員の京邸主の

蓄積、高度な技術力を持った技術者の確保な

ど確認検査の専門機関として、従来の特定行

政庁では困難な専門性を持つことが可能であ

る。 とりわけ、建築物の安全性にかかわる防

災、避難、構造、設備等の単体規定に関して

は専門性を発揮できる。

他方、集団規定については、建築基準法の

適合性の範囲以内であるため、建築基準法の

規制の範囲を超えた地域特性にかかわる「ま

ちづくり等」についての対応には限界がある 。

周辺環境を無視した高層建築物や建築紛争が

予測される建築物でも、適法であれば流認せ

ざるをえないジレンマがある。

さらに、指定確認検査機関の関与は、建築

物が建てられてから完了検査までで終わる 。

その後の消失までの永い年数の既存建築物に

対する建築行政は地元自治体、特定行政庁の

業務である。

その意味で、指定確認検査機関における確

認図書の保存、記録の保存は重要である 。

. 魅力ある職場づくりを

国民の信頼を回復するために厳正な確認検

査を実施するには、指定確認検査機関の公正

中立性とともに、安定した組織体制を確立す

ることが必要で、ある 。

法改正により、業務量に応じて的確な確認

検査を実施するために従来の人員の 2倍の確

認検査員を確保 ・配置するなどの人員要件の

見直しが行われた。確認検査員は準公務員と

しての責務が諜せられているが、それにふさ

わしい賃金、労働条件とはいえず、改善が必

要である 。また、個々の確認検査員の技術力

の向上やli) f鍛の努力を組織全体で保証する体

制が求められている 。若い技術者が 2年の実

務組験を有iみ、適合判定資格を取得する状況

も生まれている。 さらに未来に希望の持てる

魅力ある職場づくりが求められる 。

. 指定確認検査機関の信頼性向上のために

平成19年 5 月10日、 18年度の国土交通大

臣指定の指定確認検査機関への立ち入り検査

の結果が公表された。書類の不備や業務上の

手続き関する不備で改善計画の作成の指導

倫理憲章

平成18年11月6 日

日本建築行政会議

建築基準法に基づく指定確認検査機関、指定認

定機|刻、承認認定機|刻、指定性能評価機関、承認

性能評侃li 機関及び指定構造計算適合性判定機| 某|

( 以下「指定確認検査機関等」という 。) は、高い

公共性を有し、公正かつ的確な硲認検査業務等を

通してわが国の建築物等の安全性を確保するため

に重大なi' J : 務を担っている。

ここに日本建築行政会議は、会員である指定確

認検査機|刻等の共通の規範として{命活!滋話を定め

広く公表し、指定確認検査機関等は、この忽主主を

遵守し、社会からの招るぎない信頼の陥立に向け

不断の努力を払うことを軽うものである。

( 社会的責任の認識と信頼の確立)

1  指定確認検査機関等は、建築基準法の目的を

十分に認識して、指定確認検査機関等のもつ社

会的責任と公共的使命の重みを自覚し、常に厳

正に確認検査業務等を行 うものとする 。

( 法令やルールの厳格な遵守)

2  指定確認検査機関等は、建築基準関係規定の

法令やルールへの逃反が、確認検査制度全体の

信頼を失墜させることを認識した上で、 ζ れら

を遵守し、社会的規範にもとることのないよう、

公正に業務を遂行する 。

(技術・技能の研鈴)

3  指定確認検査機関等は、的縦な業務の遂行の

ため、 U官認検査等の技術・技能の[ i J f鎖に努める

ものとする 。

( 秘密の保持等の情報管理の有印底)

4  指定確認検査機関等は、業務上知りえた情報

の重要性を認識し、個人情報をはじめとした情

報について、漏えいを防止し、正当な業務以外

の目的への使用を厳に行わないこととする。

( 中立公正な姿勢の表明と情報の開示)

5  指定確誌検査機| 刻等は、確認検査業務等の実

施に闘し、仁1"立公正な取組み姿勢を獄緩的に表

明するとともに、業務の内容、実施体制等の情

報開示を適時適切に行うことなどにより、説明

: l ! t 任を果たすものとする 。

以上

や、構造審査に関する不適正な審査に対する

措置等が指摘されている 。

平成18年11月、日本建築行政会議は指定

確認検査機関等の信頼性向上のために 「倫理

憲章j を定めた。今後、すべての指定確認検

査機関等で、の具体化が急がれる 。

( おしかわ かねひろ 財団法人大| 坂建築防災- t / ' : 9- ¥ 

建築確認検査機構審査担当部長 l

29 
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時を超え光り輝く

京都の景観づくり

塩 崎 満

京都市都市計画局都市景観部景観政策課企画係長

箆かな自然と 1200年を超える悠久の歴史

の中で育まれてきた景観を守り、育て、 50年

後、 100年後も光り輝く京都であり続けるた

め、京都市では、建物の高さやデザイン、屋

外広官仰に関する規制と、眺望景観 ・借景の

保全等を総合的に整備した 「車rr畏観政策j を

9 月 1 日から実施した。

l 建築物の高さ規制の強化

建葉物の高さは、都市全体の景観形成に大

きな影響を及ぼすものである。そのため、 三

方をなだらかな山々で固まれた盆地を基本と

する京都の風土においては、これらの山並み

に配慮し、都心部から三方の山すそに行くに

したが って次第に建物の高さが低くなるとい

う考え方を基本とし、地域の特性に応じたき

め細かな高さの見直しを行った。

具体的には、都心部において幹線道路沿道

地域の高さ規制を45mから 31mに、また、

31mの地域を 15mlこ思い切ってヲ| き下げると

ともに、山すそ部の住宅地や工業地域でも高

さのヲ| き下げを行うなど、市街地の 3割以上

の地域で高さをヲ| き下げた。

3 1 mの高さ規制の場合 時 1 5 mに高さを規制した湯合

高さ規制のシミュ レー ション( 例)

また規制の強化に併せて、良好な市街地の

環境や町並み景観に寄与する建築計画、者[1市

機能の整備を図る建築物等について、高さの

規定を超えることを認める景観誘導型許可制

度を設けた。この許可制度については、第三

者機関として「京都市景観審査会j を設置し、

判断の公平性、透明性を確保することとした。

| 景 観 地 区 風 致 地 問 指 定 の

拡大とデザイン基準の強化

建築物等のデザインは、景観を形成する重

30 建築と社会 ・2007.9

(1) r眺望空間保全区域J 視点場か

ら視対象への削臨を遮らむミように廷諜

等の最献jlが超えてはならない標高を定

める区域

(2) r近景デザイン保全区域j 視点

場から視認することができる建築物等

が、優れた似国景観を阻害しないよう形

態及び意匠について制限する区域

(3) r遠景デザイン保全区域j 視点

場から視認することができる建吉築物等

が、優れた似陛景観を阻害しないよう壁、

屋線等の色彩について制限する区域

眺望景観の規制概念図

要な要素である。京者[1の優れた都市景観の保

全・形成を図るため、風致地区や景観地区、

建造物修景地区の指定区域を拡大し、それそ守

れの地域の景観特性に応じた建築物のデザイ

ン基準( 意匠 ・形態 ・色彩等) を定めた。

緑豊かな山々と歴史的資産の集積地の優れ

た自然景観や歴史的景観及び山すそから広が

る緑の豊かな住宅地を保全するため、 山ろく

部の世界遺産等に隣接する市街地などにおい

て、新たに風致地区をおよ大した。

また、景観地区においては、従来の 5種類

の種別基準を地域の特性に合わせた基準とす

るため、 6類型の美観地区と、新たに 2類型

の美閥杉成地区に再編し、それぞれの地域特

性に応じたデザイン基準を定めた。

さらに、従来種別基準として 2種類であっ

た建造物修景地区は、地区の特性に合わせた

基準とするため 4類型とし、きめ細かなデザ

イン基準を定めた。指定範囲についても、南

部地域などにも鉱大し、景観地区及びJAi 致地

区以外の市街地の、ほぼ全域を指定範囲とし

た。

l 屋外広告物規制の強化

基本的な考え方として、屋外広告物は建築

物等のデザインと一体となって、都市の景観

を形成するものであるため、建築物の高さや

デザインに合わせて、それぞれの地域の特性

に対応した規制を行うことを基本としている。

具体的な規制内容として、 屋上看板や点滅

式照明・可3拭照明を京都市内全域で禁止す

るとともに、屋外広告物の表示位置、面積、

形態、デザイン等に関する基準を定めた。

一方、美しい品格のある、都市景観の形成

に寄与する優良な屋外広告デ物については、表

彰制度、特例許可制度、施工費等の助成制度

など、総合的な支援制度を設けた。

| 眺望景観借景を保全するための

条例の制定

京都の優れた眺望景観借景を保全- 創生

するとともに、将来の位代に継承するため、

全国初となる「京都市眺望景観創生条例j を

定め、特定の視点場から特定の視対象を眺め

るときに視界に入る建築物等の高さ、形態及

び意匠等について制限 している。

京都の眺望景観や借景は、「眺める」と L、

う多様性に応じて様々な形態が想定されるた

め、この条例に和、て、眺望景観を江湖内の

眺め①通りの眺め①水辺の眺め①庭園からの

眺め⑤山並みへの眺め@r しるしj への眺め

⑦見晴らしの眺め③見下ろしの眺めの 8つに

分類している。

また、眺望景観を保全する必要のある地域

を眺望景観保全地域として指定し、その中を

上表に示す 3つの区域に区分して、建築物等

の規制誘導を行い、先人により守り引き継が

れてきた 138箇所の俊れた眺望景観 ・借景」

の保全を図る。

| 京町家配の保全再生の

取り組みの推進

京都の伝統的な建築様式と生活文化を伝え

る京l可家は、歴史都市・京都の景観の基本と

なる要素である。今後ともこのような京町家

や歴史的な建造物によって形成される歴史的

な町並みの保全・再生を図って L、く 。

具体的には、町並みの保全策として、伝統

的建造物群保存地区など種々の地区指定制度

等の活用により伝統的な建造物の外観の修

理・修景に対する助成を行う 。また、建造物

単体の保全策として景観上重要な京町家・近

代建築物等を景観重要建造物の指定制度等を

活用し、外観の修理 ・修景に対する補助を行

い、指定した景観重要建造物を地域の核とし

“ 点百通ら“ 線" 、“ 線" から“ 面" へ、歴史的町並

みの再生- 拡大を目指す。

*  

京都の景観に対する取り組みについて、こ

れからも市民や事業者等と手を携え、優れた

歴史都市 ・京都の景観を後世にヲ |き継ぐため

の政策を推進してLミく 。 ( しおざき みつる)
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J SCA関西とのコラポレーションによる

「構造計画」の講義

向井洋一

奈良女子大学生活環境学部住環境学科准教授、博士 (工学)

奈良女子大学生活環境学部住環境学科で

は、 2005年度に J ABE E ( 日本技術者教育認

定機桝) の「佳築学および建築学関連分野」

における技術諸教育プログラムの朝吋認定を

受けた。少なくとも 以降 5年間、本学科の卒

業生については、 J ABE Eの基準に従う鐙築

学に|共|する一定の社会的要求水準を満たす技

討緒・教育の修了が保証される。一方、本学科

では、建築学教育に加えて住生活と住環境に

関i坐する家政学系の学習教育目標も課してお

り、本学科からは、いわば「家政学系の教育

に基づく住環境学の素養を身につけ、かつ建

築枝市 ｉ ｾ 者としての基礎教育を修了した ｪ 独自

の卒業生を社会に送り出すこととなる。

| 建 築 学 教 育 問 る

「構造計画J の授業の重要性

本学科では、住環境学の学習計画の枠組み

の中で建築学に関する技術者教育の M ini -

mu m R e qui r ment の養成を可能とする建築学

教育プログラムの策定に取り組んできてお

り、当然、工学系の建築学科とは学習教育目

棋を異にする。少なくとも本学科での学習計

画は、将来卒業生が建築構造フ 。 ロ ｊ ｾ ーの般種

につくことを主体とするものではない。

それでは、住居ー系の学科から建築技術者と

なりうる人材を育成とするという観点から、

大学教育の場で建築桃造の何を伝え、何を身

につけさせることが必要であろうか? 実の

ところ、社会に出てから構造の勉強をする機

会がより希薄になる者に対してこそ、大学で

の主ｾ築 柿 造の基礎教育はより深い意 ｬ 味を持

ち、重要な位置づけを与えられるのではない

かと考える。

建築実務において、企画設計 - 基本設昔|の

段階から建築物の要求性能とコストに重要な

かかわりを持つ 「構造計画j は、構造設計者

でなくても建築悌|緒 1こと って重要な理解が

求められるプロセスである。このような梢造

計画に関する建築技郁描A のセンスが建築設計

の実践において板幹的な素養と位置づけられ

る一方で、構造計画に関連する基礎学習を大

学教育の中で体系化 して学習プログラムに剣 l

み込む作業自体は立ち遅れ、どちらかといえ

ば実務の場に ｉｉ ｾｉ てからの経験にお任せしてい

た感もある。

I  J S C A関西との連携による授業

本学科の 「建築構造学J (選択科目) では、

①怨築物の椛造計画②建物の耐震性評価と桝

造設計( 木造住宅建築を対象として) ①桃造

制御と同協補強・建物の維持管理とライフサ

イクルコスト( 集合住宅を対象として) の 3

つの主題を扱う講義言|画のもとで、精進計画

の基本的な概念を大学で理解させる、授業 I

傍: を立てている。

このような講義の実践のためには、建築実

務の分野で活躍している現役技術者とのコラ

ボレーシ ョンが不可欠であると考えていた

が、企業の立場からは、半年間15回の大学

の討犠に非常勤講師として社員を羽市立するこ

とに必ずしも理解が得られない笑怖がある。

また、講師の適任者と思われる ) j でも 15回

分すべての講義を大学が求める授業計画に沿

うように1苅密にコーディネー卜することには

負担も大きい。

こうした問題の打開策を模索している折、

制日本建築構造技術者協会関西支部( J S C A

関西) の閤原健一氏と本学科における柿造計

画の授業について話し合う機会 を得て、大学

fH肋、らの授業計画に従う講義内容のリクエス

トに対して、講師をJ S C A関西が窓口とな っ

て紹介することの可能性について提案いただ

いた。そこで私が授業のコーディネータとな

り、 J S CA関西の紹介による非常勤講師の先

生方と授業計画の策定を行いつつ論議を笑胞

してL ぺ方式で、本学科の 「建築構造学j の

開 請 を 試 み る こ と と し た。2006年 度 は、

J S C A関西を通じて建築コンサルタン卜 2

名、建築桃造設計事務所 3名、ゼネコン 3名

の言1・8 名の非常勤講師li を迎え、 15回の授業

のうち、各先生の最も得意、とするサブテーマ

を l 回- 3 回ずつ分担いただき、それそ。れの

授業内容について実務の立場から詳説をいた

だいた。

| 捜業紹介: 木造住宅の耐震診断の

ための現地調査実習

試みのーっとして、冊、122診断のための実地

調査実習を取り入れた。調査対象木造H汀家( 本

学の奈良町セミナ ーハウス) にて、 笑地調査

で観察すべきポイントについて説明を行ーった

後、現地で、の耐震調査の模綴実習を行った。

実地調査では、土壁や小盤、員などの耐震安

索の存在状況の昨認と図而化手)1頃を組験させ

るとともに、柱や土台などの腐食や劣化状況

など観察ポイントを現場の実例をもとに解説

した。また現地で判断に迷うような事例をそ

の場で指摘して足rr 解させることも狙いであ

る。笑地調査笑習後に建物の時躍評点を計算

する|骨院主診断法についての授業と演習もあわ

せて行 った。建物の実地調査から骨髄評点の

計算に至る _ .) ! g のプロセスの経験は、受講者

にと って効果的な学習法で、あ ったと考える。

講義をいただいた先生方は、いずれも実務

者向け専門前習や講演などの高ｾｾをお持ちで

あった。 しかしながら、このような専門出何

者を対象とした講義と比して、大学での講義

では学生は実務で菌商する問題自体にまだリ

アリティを持ち得ない。また、将来のJ封|守者

を志すものへの教育効果という意味では実務

的な内容であ っても、大学教育としてその根

拠からの説明も必要になる。こうした点にお

いては、論議を担当いただいた先生方は、実

務省ーを相手にするのとはまた異なる対応・反

応に戸惑いを持たれたかもしれない。一方で、、

この講義は単発的な話題を提供いただくのが

目的ではなく、大学教育という意味において

実効性ある体系化された授業を今後も継続的

に技i供していくことが主眼であり、今回の経

験で諦師の方が感じ取られた意見や反省が今

後の綬業改善に生かされていくものと考えて

L喝 。そしてなにより、組験者の話には経! 験

に裏打ちされた 「なまなましさ J があり、 聞

くものになるほどと思わせるだけの説得力が

ある 。 その点、については、 ｉｬｪ ｾ らかに学生は敏

! 盛に感じ取っていたと思っている。

.  ｾ長 良ｦ［ｴ［ ｦ 大 学生活 以上 ￭ｬ 学 部住ｊｊ［ Ｑ 境 学 科

http: / / www. nar a- 、¥'u. ac. jp/ J  i  fe/  r esed02/ i  ndex 

hl ml  

・奈良! ; "f 大学 . ｾ長 良 Ｑ ＱＱ Ｉ セ ミ ナ ーハ ウ スＨ 正木家 Ｉ

http:// ww¥¥. .nara- wu. ac.jp/ gp/  na ragp_ex/  s em i  nal  

hOll se目html

(むかい よういち)
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銀座・京橋・日本橋/ 中央通り

照明製作協議会、発足

「銀座 ・京橋・日本橋/ 中央通り照明デザイ

ン国際競技」の最優秀賞が決まったのは昨年

12月。世界18カ国から 280点が寄せられ、そ

の中から前橋工科大学准教授 ・松井淳氏とデ

ザイナーの桜沢拓也氏の共同作品が最優秀賞

に輝いた。

中央通り( 匡|道15号線) に、昭和43年に設置

された西欧風のデザインも 40年近くたち、老

朽化が目立ち始め、リニューアルが要求され

たための、コンぺだった。

今後デザインや機能などについて地元住民の

意見を取り入れ、銀座- 京橋 日本橋にふさ

わしい形での現実化を目指し、座長に中村良

夫氏( 東京工業大学名誉教授) 、副座長に森

山明子氏( 武蔵野美術大学教授) 、そして照

明灯をデザインした松井淳氏、桜沢拓也氏が

加わり協議会が発足した。

第 l 回会議は 8 月 6 日に、八重洲富士屋ホテ

ルで開催。今後の製作日程を話し合い、平成

20年秋には工事を完了させる予定とした。

砂I NAXデザインコンテスト

I NAX商品が使用され、 2006年 5 月 1 日から

2007年 9 月20日までに新築またはリフォー

ムした戸建住宅- 集合住宅を対象として、上

質な住空間を求めてコンテス トが実施される。

資格応募作品の設計者( 施工会社設計部門

も含む) 。個人、グルー プは 問わず。

応募に際し、建主・施工者の了解要。

書類 所定の応募用紙に200- 400字の設計

主旨、 A3サイズの平面図( 縮尺は問

わず) 、必要に応じて配置・断面・立

面・詳細図、キ ャビネ判作品写真 5 カ

ット 以内( うち l 枚以上はI NAXの商

品が写っていること)

募集 2007年 9 月20日まで( 当日消印有効)

審査木下庸子( 建築家) 一委員長一、倉田

雄亮( 陶芸家) 、中村好文( 建築家) 、

山中潤一 (INA X総合技術研究所所長)

賞 金賞 l 点100万円、銀賞 2 点各30万円、

銅賞 3 点各20万円、審査委員特別賞 3

点各10万円、入賞15点以内各10万円

応募応募用紙( 最寄りのINAXショールーム、

またはコンテスト事務局へ請求。ホー

ムページからのダウンロード可) に必

要書類を添えて、 I NAXショールーム

か、 INA Xデザインコンテスト事務局

(〒104-0031 東京都中央区京橋3-6- 18

京橋ピル 9 階、 TE L 03-4332-5212) へ。

詳細はhttp:/ / www.inax.co.jp/design-cont est/へ。

砂国際テεサ‘インコンペティション

2007/  J DF  

制国際デザイン交流協会( 会長 : 野村明彦、

略称J DF) とdrtl 立行政法人日本貿易振興機構

が共催する国際デザインコンペティションの

今回のメインテーマは fROBOT2J 。

生命体が持つ機能を拡張し代行する役割を担

う「ロボット技術J は、効果的なソリューシ

ョンを生み出し得る複合技術として期待され

ている 。 乙の時代の趨勢の ｣ ｬ ｾ で募集テーマに

fROBOTJ を選び、デザ イン提案を 募集し

ている 。作品受付は10.fJ 22日( 月) まで。

・サブテーマ 1 For  GAI A- 地球温暖化、環

境汚染、人口 - 食糧問題、代替エネルギーな

どの課題に向き合い、解決につながる提案

・サブテーマ2 For  Social  Pl aces一移動、安

全安心などの課題に対し、特にユニバーサル

デザインの観点から解決すべき提案

・サブテーマ3 For  Individual  Areasーコミ

ュニケーションから健康、自己実現など楽し

く充実した生活実現に向けた提案

応 募 J DFホーム ぺージ専用サイトから 。

出品料 20US ドル/ 1作品。Web上で、の電

子決済とする 。

審査員 川111奇病 l男( デザインディレクター)

図本桂史( デザインディレクター)

佐藤啓一 ( デザイン研究者)

塚本昌彦( 神戸大学大学院教授)

平野哲行( 建築家)

賞 大賞 l 点賞金15000US ドルほか

詳細は、 http: //www.jdf. or. jpへ。

砂ecobui l d賞作品募集

「地球環境 ・建築窓主主j の趣旨に沿って取り

組まれた建築、都市計画、これに類するもの

を対象に、エコビルド実行委員会では「一般

部門J と「住宅部門j に分けて作品を募集中。

対 象 2001年 4 月 1 日- 2007年 3 月31日

に日本国内で竣工したもの。用途・

規模は問わない。

審査員 f山田昔前( 建築家/ 日本建築家協会会

長) 、芦原太郎( 建築家) 、岩田衛( 神

奈川大学教授) 、岩村和夫( 建築家) 、

村上周三 ( 慶応義塾大学教授)

登 録 2007年 9 月28日( 金) までに、申込書

をhttp:/ / www.ecobuild.jp/ からダウ

ンロードしてe- mail か郵便で送る 。

提 出 2007年10月 5 日( 金) までに、 CD-

R OM、MO、F Dでプレゼンテーショ

ンを郵送または事務局へ持参。エコ

ビルド事務局( 干112-0014東京都文

京区関口 1-24-8 東宝江戸川橋ビル、

e- mail: 巴coaward@delphi. co・jp)



砂『地震イツモノートJ を買って

新潟県中越沖地震ヘ義援金を!

阪神・淡路大震災の被災者167人の声から生

まれた 『地震イツモノート J (A5変形判、上

製本、 160頁、定価1500円) は、全国主要詰

屈で発売中の被災者のキモチのノートであ

り、防災マニュアルでもある 。

発行元の(仰木楽舎は、 9 月の防災月間に合わ

せて協力書底と共同で Ir地震イツモノート j

を読んで、新潟の被災地に義援金を送ろう! キ

ャンペーン j を実施している 。期間は 9 月30

日までの予定。期間中、紀伊園屋書j苫主要庖

など協力書脂 (http://www.sotokoto.net/ に掬

戟) で販売された 『地震イツモノート j の売

上金の一部は、今年 7 月16日に発生した新潟

県中越沖地震に寄付されることとなっている。

よりふ じぷんぺい

・絵- デザイン/ 寄j際文平一アートディレク

ター。イラストレーター。

あ つ み と もひで

・監修/ 渥美公秀 阪神・淡路大震災に遭

い、災害ボランティア活動の研究と実践を始

める 。大阪大学コミュニケーションデザイン

センターで、減災とボランティアを研究。

4訟がたひろか ず

. 協力者/ 永田宏和一大阪大学大学院修了後、

竹中工務庖入社。2001年退社後、 liop都市文

化創造研究所j を設立。新しい形の防災訓練プ

ログラム 『イザ ! カエルキャラ F i ン! J を開発。

問い合わせは、 (掬木楽舎( 干104-0045東京都

中央区築地7- 12-7 築地FTS ピル、 TEL03-

3524-9572、http: //www.sotokoto.net/) へ。

砂摂南大学、 2008年度非常勤

講師公募

摂南大学工学部建築学科では、建築学の非常

勤講師の応募並び1こ適任者の推薦を募ってい

る。応募期限は2007年11月20日( 火) まで。

設計演習 1 (1 年次後期/ 月限日 3 ・4' 5 限)

設言1・演習 II a  ( 2 年次前期/ 金曜日 3 ・4 ・5 限)

設計演習日 b( 2 年次後期/ 金H程日 3 ・4 . 5限)

設言「演習 III ( 3 年次前期/ 水|隠日 3 ・4 ' 5限)

・雇用期間

前期/ 2008年 4 月1 1: 1  ｾＲ ＰＰＸ 年 Ｙ 月 ＲＴ 日

後期 Ｏ ＲＰＰＸ 年 Ｙ 月 ＲＵ 日 ｾＲＰＰＹ 年 Ｓ 月 Ｓ Ｑ 日

. 採用人数/ 4名

・応募資格

①設計指導に十分な実務経験と意欲があり、

学生に分かりやすい演習が実施できること ①

摂南大学まで無理のない通勤圏内に居住する

こと①概ね60歳以下で、 4年制大学卒業と同

等以上の学歴を有すること

・応募書類

①市販の履歴書( 6 カ月以内服影の写真を貼

付、備考欄に出勤可能な l曜日と| 時間を記入)

① これまでーの作品のポートフォリオもしくは

研究教育業績普③定形またはレターサイズの

結果通知返信用封筒 (80円切手貼付) 。

・応募 ・問い合わせ

封筒に「非常勤務師応募者類j と朱書きし、

配達記録もしくは書留で郵送。

〒572-8508 大阪府寝屋川市池田中 1
10'17-8

摂南大学工学部建築学科学科長 田中直人

TEL072- 839- 9128 

砂「地下展UNDERGROUND-

空想と科学がもたらす闇の冒険J

46億年の地球最後のフロンティア「地下」の

級新研究成果と、 神話や小説、哲学など空想

蛍かに諮られてきた「地下J の姿を手がかり

に、 ii!t も見たととのない問の世界を描き 1':1:' 1す

日本科学未来館( 館長 : 毛利衛) の企画展。

地下は、過去の痕跡、をとどめる場所であると

同時に、 今も 地上をしのぐほどの量の生物が

生息する場所である 。地下の構造に起因した

環境変動が l時に生物の大量絶滅をもたらす事

実も ｉｹｾ らかになってきた 。

日本科学未来館では 9 月から約1500ni の企

画展示ゾーンを使い、足下の地下から地球最

深部まで、過去と未来をつなぐ壮大なH寺空間

としての「地下」をダイナミックに展開する 。

会 期 9 月22日( 土) -2008年 1 月28日( 月)

Ｑ ＰＺＰＰｾＱＷ Ｚ ＰＰ 火 ｼ 曜と ＱＲＱＲＸｾＱＯＱ 休館

会 場 日本科学未来館 l 階・企画展示ゾーン

東京都江東区青海2-41

http: //www. miraikan.js t. go.jp 

入 場 料 大 人900円、 18歳以下350円

・展示構成

足下からはじまる 地下 〔者11市の地下利用J /

地下の心がまえコTime Capsul e EXPO' 70プ

ロジェク 卜/ ノアの方舟= 争地中の宝〔地下資

源J / 地下にゆだねる〔放射性廃棄物の地層

処分〕コ氷の記憶をほりおこす〔氷床コア 〕

/ 誰も見た乙とのない減I (南極・ボストーク

湖〕コ生命の樹〔全生物の系統関係図J / す

べてはひとつに〔コモノー ト ( 共通祖先) J  

コ地下住人の肖像〔地下生物圏〕コ生命がは

じまる場所〔生命起源 『地下説J J つ悶の世

界〔巨大|演石衝突〕コ地球が凍った日〔スノ

ーボールアース J = 争地の底~中心へと行き着

く〔地球内部のしくみ〕つ地下世界のはじま

りと終わり〔地球の起源〕コ46倦年の時計

地下展 「地球が凍 った 日 [ スノーポールアースlJ

砂11日ク、ツゲンハイム邸と

建築家ハンセルJ

< 旧乾邸> 活用応援倶楽部が主催する泡続講

座第 9匝lは、「旧グッゲンハイム邸」。

英国王立建築家協会正会員の建築家で、 |日ハ

ッサム邸や|日ノ、ンセル邸の設計でも知られる

A. Nハンセルの設計作といわれる 。一時存続

が危ぶまれたが、現在は地元の篤志家により

恒久的な保存活用が始まっている 。

日 時 2007年 9 月24日( 月 ・祝)

会 場 旧グ ッゲンハ イム邸

神戸市垂水区塩屋町3- 5

J Rか山陽電鉄 「寝屋」駅下車、線路

北側 を東へ徒歩約 5分。車来場不可

講 師 坂本) J 券比 古( 神戸芸術工科大学名誉教授)

参加賀 一般2000円、学生 - 倶楽部会員 1500円

定 員 50人( 定員になり次第、締め切り)

時間割邸内自由見学 ＱＳ ＺＱ Ｕｾ ＱＳ Ｚ ＵＵ

講演 ＱＴ Ｚ ＰＰｾ Ｑ Ｕ ＺＳＰ＠

掃除( 参加自由) Ｑ ＵＺＳＰｾＱＶＺＳＰ＠

申込み 氏名・住所・ TEL ・参加人数を記入

して、< 旧乾邸> 活用応援倶楽部事

務局( 遊空間工房内、 FAX078- 261

-0775、TEL078-261-0337) へFAXで。

砂特別展「上海- 近代の美術J

的支3を
色 々 ι 喝

五

劉徳六 「花芥十二帳j 台湾・国立故宮博物院

[ 展示期間9/26- 10/14]

1842年のアへン戦争による 開港以後発展を続

ける上海には各地から多くの芸術家が集ま

り、鮮やかな色彩、力強L ミ筆使いで花鳥や人

物の書画や室長刻を生み出した。

台湾の国立故宮博物院や鴻穂美術館所蔵の約

100件の日本初公開作品に加え、日本国内で

所蔵する約100件が展示される 。

会 期 2007年 9月4 日( 火)- 10月14日( 日)

9  :  ＳＰｾＱＷ＠ :  00 

月曜日休館( 祝日の場合はその翌日)

会 場 大阪市立美術 館 ( 天王寺公園内)

市営地下鉄御堂筋線- 谷町線 「天王

寺」駅、 J R I天王寺」駅

観覧料 一般1000円、高大生700円

中学生以下、市内在住65歳以上は、

無料〔要証明〕

※ 招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。
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砂舟小屋展一 風土とかたちー と

見学会

つ ま か ま や

都万釜屋の舟小屋 (島根 県 隠岐の島) 燭影中里和人

干満の差が少なく、冬場は雪や降水量が多い

ため、日本海沿岸には木造の船を収納するた

めの 「舟小屋」が点在している。

ｉ ｎ ａ ｘ ギャラリー大 ｼ 坂は、全国の ｾｬ ｊ 小 屋分布

図を掲げ、新潟から |懸l岐にかけての11 カ所を

中心に、ガl 小屋のディテールやたたずまいを

捉えた写真を展示する 。

また、湾を見下ろしたような伊恨111] の250分

の l 模型で、丹後半島の北京都 ・伊線の「舟

屋」への旅に誘う 。 入場 Ｑ Ａｬ ｾ 料 。

会 期 2007年 9 月 7 日( 金) - 11f 123 日( 金)

10 :  00- 18 ・ 00 水11提出木館

会 場 I NAXギャラリー大阪

大阪市中央区久太郎IIQ4- 1-3

伊藤忠ビル 11精 TEL06- 6733- 1790

・見学会「丹後・舟小屋探訪→州艮- 新:)1二d日i

を巡る j  

講師一畔相11Ui ' : l 雄( 日本大学海洋佳築工学科教授)

日時一2007年 10月27日( 土) 9  :  00集合

集合 Ｎ ｉｾｉ 技場所 一 ｉｎａｘ ギ ャラリー大 ｼ坂

参加費- 5000円( 展覧会カタログ代込み)

定員一20名 (15歳以上対象)

参加希望者は電話06-6733-1790でINAXギャ

ラリーへ申し込む。

砂兵庫県立美術館

2007年度「コレクション展nJ

兵庫県立美術館の常設展示室では、 2006年度

の新収蔵品を交え、コレクションをテーマに

沿って紹介している 。

会 期 2007年 7 月 7 日- 11 月18 日( 日)

10: 00- 18・00 (1018までの特別展開

催中、 金 ・土1I1il は20 : 00まで1m館)

月限休館( 祝日のH寺は翌火限休館)

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 ・展示棟 l 、 21精

神戸市中央区脇浜海岸通1- 1- 1

阪神電車「岩屋」駅下車、徒歩 8 分

観覧料 一 般 ＵＰＰ 円、大高 ｾ ｪＺＮＴ ＰＰ 円、中小生 ＲＵＰ 円

展 示 最 新 収 蔵 品 を 含 む 約200点一 岡田三

郎助 〈仏関西風景〉小松裕喜 〈山本

通り 〉森村泰昌 〈カミーユ・ルーラ
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森村泰昌

{ カミーユ ・ルーラ ン ( セピア) )

1985年 。Yasumasa Mori mura 2007 

ン( セピア ) ) ( 批判 とその愛人4 )

ジョン ・ケージ 〈変化 と消滅NO.l O

のための制作図面〉山村幸買11 I手ヂ

カラ 目ヂカラ 心のチカラ 」ほか

なお、 同官館古でで、はl叩0)"月E司18 日まで、特男矧別lリJ JliI • J川11附キ村、十I記

念美術館蔵「巨匠と 出会う名画展」 を ｼ日開 ｦ丹剣州 ｾｉ円削 ｈ 催 ｬ

※ 「コレクシヨンE展主」の招待券あり 。希望者

は日本建築協会 (TEL06- 6946-6981) へ。

砂ロートレック展

サントリーミュージアム〔天保山〕で「ロー

トレック展 パリ、美しき H寺代を生きて」が

開催される。

アンリ ・ド・トゥー j レース= ロートレ ックは

1864年に貴族の末爾として生まれるが、 37年

の短い生涯を終える 。晩年の10数年はモンマ

ルトルに住み、ダンスホールや劇場、娼館に

入り浸って、芸人や娼婦、市井の人々の姿を

摘き、油彩画、版画、ポスタ ー、 挿絵などに

傑作を残している。

アンリ・ド・トウールーズ= ロートレ ック

{女道化師シャ = ユ= カオ) 1895年

オルセ一美術館蔵@Photo RMN/Herv岳 Lewandowski

このロートレックの晩年の 10年に焦点をし

ぼり、オルセ一美術館、サンパウロ美術館、

トウールーズ= ロートレック美術館など国内

外か ら集めた約300点が展示される 。

会 期1 2007年 9 月11 日( 火) - 11 月 4 日( 日)

10:  30- 19  :  30 会期中無休

会 場 サ ン ト リ ー ミ ュ ー ジ ア ム 〔 天 保山〕

大阪市港区海岸通 1- 5 - 10

地下鉄中央線「大阪港j 駅下車

徹 底 料 大 人1300円、高大生と 60歳以上1000

円、小中生600円

ただし、 11/3 (文化の日) は、中学生

はギャラリー、シアターとも入場無料

展 示 〈赤毛の女( 身づくろ L、) ) ( ジュス

ティーヌ・ディウール) (騎手) ( ベ

ルト・バディ ) ( サロンにて、ソ

ファ 〉など

※ 附待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981)へ。

砂BE RLl N- OS A K A

Vani shi ng poi nt  

「ベルリ ン一大阪を考えているとそこに は今

までの記憶から消え去った多くの痕跡が浮か

びヒがってくる 。いつもカクメイはごのよう

なところから始まるのです。消え去り見えな

くなったものを探ることにした Lリ( 狩野忠正) 。

ベルリンと大阪、 1995- 2007の痕跡を探る

狩野忠正展が聞かれる 。

日H寺 2007年10月 3 日( 水) 13: 00- 21: 30 

10月4 日( 木) 9  :30- 18・00

場所 大阪市中央公会堂 地下展示室

大阪市北区中之島1-1-27

地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅 l 号出口

砂i KPOキリンプラザ大阪の

2 0年展J

「キ リンプラザ大阪」が誕生した のは1987年

11月。 さかのぼれば1934年~の「戎橋キリン

食堂J 、1958' 1ヘ - Iキ リン 会館」と、 73年に

わたり大阪ミナミの真ん中で、キリンビール

の情報発信活動を続けてきた。

IfJ l J i R 忠太」展や「宮本佳明」展などを開催

してきたKPOキリンプラザ大阪では、 20年

を機に新たな方向性を検討したが、 10月末で

その役者lJを終えることとなった。

活動を娠り返る I KPOキリンプラザ大阪の

20年展」で、その幕を下ろす。入場無料。

会Jt! 1 2007年 9 月 l 日(土) - 10月31 日( 水)

11  :00- 21  :  00 

会場 KPOキリン プラザ大阪 4階

大阪市中央区宗右衛門町7-2

展示 記録誌の内容のパネル展示/ 展覧会チ

ラシ抜粋展示/ トークショー 映像ほか



理事会

第 3 回常任理事会

7 月26日( 木) 16: 00- 17: 30 

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1  ) 平成19年度収支予算執行状

況について

(2 ) 後援名義等の使用承認につ

いて

( 3 ) 約款委員会委良の交代につ

いて

( 4 ) その他報告事項

編集委員会

第 4 回編集委員会

7 月111: 1 ( 水) 18:  30- 20 :  15  

出席者 設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築系雑誌が伝え

るものj 特集経過報告

( 2)  9 月号「建築基準法等大改

iEJ 特集報告

( 3)  10月号「第54回青年技術者j

特集報告

( 4)  11 月号「ガラスを考える j

特集報告

( 5)  12丹号「楽しい桝造の世界J

特集の企画

( 6)  1 月号「会員作品j 特集の

企画

( 7 ) 中国支部特集の企画と掲紋

(8) 2丹号広告企画小委只会担

当特集の企画

( 9 ) 作品作風、広告企画、 10年

委只会、その他の報告

(10) 収支状況報告

第 4 回構造分科会

7 月 6 日( 金) 18:  00- 20 :  10 

出席者 房安幹事ほか 5 名

殺 事 ( 1 )  r1符造の頁」の企画

( 2)  12月号「楽しい桝造の 世界j

特集の企画

( 3)  ，情報交換

第 4 団施工材料分科会

7 月3 日( 火) 17 :  00- 18  :  00 

出席 者 藤 丸 幹 事 ほ か 5 名

議 事 11 月号特集テーマ「ガラスを考

える」について

第 4 団法令分科会

7  )' 111 日( 水) 15 : 00- 16 : 30 

出 席 者 片岡幹事ほか 4 名

議 事 ( 1)  r法令コーナー」の企画

( 2)  9 月号「建築基準法等大改

正J 特集の企画

( 3 ) 情報交換

第 4 自作品作風小委員会

7 月26日( 木) 19:  00- 20 :  00 

出席者 j 十上副委員長ほか 5 名

;議 Ｇ ｉ ｾ＠ ( 1) 作品の選定

( 2 ) 作JJt の1"1;) 峨状況並びに j fi )ili¥(

予定の報告

( 3)  r  gall eryJ 掲載報告・予定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 4 回広告企画小委員会

7  Fl ll 日( 水) 17: 00- 18 : 30 

出席者 設楽委只長ほか 2 名

議 'Jト ( 1 ) 8  J 卜号 m築系斜l 誌が伝え

るものJ 特集の企画

( 2)  9 月号「建築基準法等大改

正J 特集の企画

( 3)  10月号「第54回青年技術者J

特集の報告

( 4)  11 月号「ガラスを考える J

特集の企画

(5)  12月号「楽しい椛造の 世界J

特集の企画

( 6)  1  月号「会員作品J 特集の

企画

( 7 ) 中間支部特集の企画と船 ;1議

( 8)  2 月号広告企画小委只会担

当特集の企画

( 9 ) 新しい広告頁「設計者50人J

の企阿

(10) 広告拘 il 説状況

(11) 収支状況報告

第 5 回広告企画小委員会

7 丹26日( 木) 17 :  30- 19  :  10  

出席者 設楽委只長ほか 3名

議 事 ( 1  ) 新しい広告頁 「設計者 50人

アンケート j の企画

(2) 2月号広告企同小委只会 jl1.

当特集の企画

第 2 回10年委員会

7 月27FI ( 金) 19 :  30- 21 :  00 

，'I'，}市 者 前川市IJ 委μ 長ほか 2名

議 τ]): ( 1 ) 活動の方向性について

( 2 ) その他

事業委員会

第 3 回情報見学小委員会

7  J1 121: 1  ( 木) 18 :  00- 18  :  45 

山席 者 瀬 戸川委日長ほか 7名

議 事 ( 1  ) 西翁院茶室見学会について、

他 21' 1ユ

( 2 ) その他

出版委員会

第 4 回出版委員会

7  FI19日( 木) 18 ・00- 19 ・30

出席者 ヒ原委只長ほか 8名

場 所 住 ま い の 研 究 室

議 引 ( 1)  ( プロのノウハウ 〉 と特装

本の経過報告

( 2 ) 進行 '1' のテーマについて

( 3 ) 出版記念講演会について

( 4 ) その他

建材委員会

第 1 回建材委員会

7 月101: 1 ( 火) 17 :  00- 18 :  00 

出席 者 総 原 委 員 長 ほ か 7名

議 事 ( 1  ) 新建材検討会

( 2 ) その他

入 会 者 (敬柄、略)

〔個人正会員〕

岩田 ｊｾ 樹Ｈ Ｈ 掬束 州 主ｾ築事務所Ｉ

北山 宏O ( 附大林組)

久 我 洋一 ( 側久我)

久保 岳( 側昭和設計)

小杉11 英治( 側東畑建築 'Jト務所)

近藤 努( 側日建設計)

ｾ泉寺総子Ｈ側臼建設計Ｉ

新宅 快野( 附ジェイ ・イー ・サポート)

丹下 J I . 労普( 鹿島建設(附)

道勇直記Ｈ鰍安井建築設 ｾ ｉ 事 務所Ｉ

中西 E 裕( 附一級建築士引務所スタジ

オノ、ルピン)

中 村 佳 Ilj j ( 附日建設計)

府川 普( 鰍日建設3 D

宮久保秀樹( 附鴻池組)

山本 和 弘 ( 側 大 林 組 )

山 本普宏Ｈ鮒安 ｾ ｉ 主 ｾ 築設Ｚ ＱＭＱ事 務所Ｉ

吉 本 正 樹 ( (的大林組)

. 言ト報

〔個人正会員〕

塚 本 史郎氏 側 鴻池組

平成19年 7 月l1 U他 界 享 年53歳

建祭と社会 ・2∞7.9 35  



O K U J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

釘 3 2 F E Pロ @([JJ([JJ

メタルシステム天井

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

J ( I 朝日工業社

東京都港区浜松岡T l - 25- 7 ・屯 ｾｩ［ＰＳ ( 3432)  5711 

大阪市淀川区力11&;) 1- 58- 59 屯括06 ( 6302)  2270  

北海道/ 東 北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

本社 ・本15

大 阪 支 社

支 底

本 社

大阪市北区西天調5丁目3番7号 〒530心047

TEL( 06) 6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東 京 ー 九 州 南 九 州 ・ 名 古 屋 よ 海

内外装創作バネル・システム天井・間仕切

開制オクジュー

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・m ヲイヲ〉械式会社

本庫大臣本社 〒550・0∞2 大阪市西区江戸堀 l丁目9番25号 電必 ( 06) &141-8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)3261・8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 ・金沢 ・京郎 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 . if! . 宮山 ・

筒井 ・徳山 ・訟山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那制

出 張 所 細川 ・徳島 ・川崎 ・訟江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 大 分 ・宮崎

海 舛 支 I吉 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 J苛玉県入間部三芳町大字北永井390番地 電話( 0492)58-1511

人かいる多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦していますe

社
&
一

A

C H OY O 

気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

干 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4( 朝日ビル)

T Eし0 6( 63 8 5) 1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 6 38 5)  1  0 5 0  

ヰ土本

地球環境を守り、100年建築に貢献する

N .l‘ C L  のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

ht t p: / / nacl j p E - mai l :s c@nac L c oj p 

千560-∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACL t 'ル2 階

T E L  (06) 6843- 1235 ( 代) F AX  ( 06) 6853ー1632

〒111- 0051 東京都台東区蔵官官2丁目 7- 2 東京NACLt ' ル

T E L  ( 03) 3862- 0978 ( 代) F AX  ( 03)3862- 7098 

，. 印 崩 事 機 ポスター. カタログ. パンフレット・鯖年I i . 社史.

ι  帽u; 文字、園償提デ タ処理

・メディア・陣織 S Pプランニングコンワルテインク、 ITソリコーシヨン、

ｷ･｢ｾ ｲｊメディアコンテンツ企函 ｈ 刷作

本部営業部

東京事務所

• 
， 、 株 式 会 社NPGー ポレーシヨン

本 社 干5品∞43 大阪市北区天満ト9- 19

tel :( 白) 6351- 7271( 代) fax:  (06) 6352- 7479 

第二ピル〒5処∞43 大阪市北区天満ト 11- 8

tel: (06) 6351- 0128( 代) fax:  ( 06) 6351- 020日

東京支社干105α お4 東京都港区浜松町 1- 2・1

一光浜松岡ピル7 F

tel :( 閃) 3433- 521 1( 代) fax:  (03) 5776- 7733 

ＨＱ自社 名ナ ニワ印 ｾｊ 樹、 日本 データネ γ ト 惜ｊＩ

@舵;よ伐L也乞~、w芯3 一一一， 一 い .  --一一一一一一一マ

We  have hope  

デンカC S Aファミリー製品

-子ニJ nCSA ( 膨張 l日 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ ク ラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充嘆モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｮ 守ョー子・ＧｉＧｊｾ ( さ喜一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

.ョーニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニJ nI J OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 7 2 - 2 2 2 0  

7 6 - 0 1 3 3  

T E L 本社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 )

舞 鶴 ( 0 7 7 3)

社

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6)  6 4 4  3  - 6  1  8  1  ( 0 6)  

( 0 3)  

大阪

東京

6  3  3  2  - 6  8  6  1  

3  2  7  2  - 8  5  0  1  

T E L  

T E L  

東ネ土

A

Q

玄式株産物洋光
ネ土

d 色、

ｾ＠郷 化 成 株

T E L 滋賀 ・守111 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

式

6 2 5 2 - 6 0 0 0  

36 

T E L 大阪 ( 0 6)  



指定確認検査機関 住宅性能評価機関 適合証明業務取扱機関

アール・イー・ジャバン株式会社

代表取締役 寺 嶋 繁 久

〒570-0072 大阪府守口市早苗町 6 番 7 号 早 苗 ビ ル

Tel. 06- 4250- 5271 Fax.  06- 4250- 5272 

UR L  http:// www. re- j apan.co.jp 

滋賀の住まいの「安全J と「安心」を

建築確認・検査業務

財団法人滋賀県建築住宅センター

草津市草津三丁目 13番25号

TEL. 077 - 569- 6501 FAX. 077 - 569- 6561 

ht t p: / / www. zai - skj . or . j p 

兵庫県知事指定確認検査機関第4 号 /  国土交通大臣指定住宅性能評価機関第8 8号

株 式 会 社 兵 庫 県 確 認 検 査 機 構

《 親 切 ・ 明 快 ・ 確 実 ・ 迅 速 》

業務内容 ・高さ4 5 m以下の建築物及び、工作物・昇降機の確認検査、中間検査、完了検査の業務。

・設計・建設住宅性能評価に関する業務。 ( 既存住宅の性能評価も可。)

. 適合証明業務 (フラット3 5・フラット3 5 8・中古住宅) の設計検査・現場審査に関する業務0

. 財団法人住宅保障機構の 1 0年保障の検査に関する業務。

業 務 区 域 . . . 兵 庫- 県- 全一域 二予重吾

※ 詳しくはホームページまでお間合わせ下さい。 ht t p: / /www. Kakuni n. co. j p

3 7  
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財団法人日本建築総合試験所

『信頼が築く安全安心の建築物を目指して』

|建築確認評定センター |

建築確認検査課

( 業務内容)

。建築碓認，検査

。住宅性能評価

く〉住宅金融支援機梢証券化支援事業適合証明

( フラッ ト35)

0 21世紀都市居住緊急促進事業技術評価

( 業務区域)

。近畿 2 府 4 県，愛知県，福井県，岐阜県， 三重県，

岡山県，広島県， 山口県，福岡県

( 主な対象建築物)

く〉高さ 31mを超える建築物

。延べ面積が2000ni を超える建築物

( 近畿 2 府 4 県のみ)

。技術評価や技術審査を受ける建築物，工作物等

。構造や工法が特殊な建築物，工作物等

性能評定課

( 業務内容)

O建築基準法に基づく性能評価，型式適合認定

く〉品確法に基づく特別評価，住宅型式性能認定

。建築技術認証 ・証明

。建築技術安全審査

く〉防災計画評定

く〉既存建築物耐震診断等判定業務

干540- 0024 大阪市中央区南新聞ト2- 107ルサトビル4F http: //www. gbrc.or. jp  

建築確認検査課 TEL: 06- 6966- 7565 FAX: 06- 6966- 7680 

性能評定課 TEL: 06- 6966- 7600 F A X:06- 6966-7680 

造判定センター

( 業務内容) ( 主な対象建築物)

。構造計算適合性判定

( 業務区域)

0 府県により業務対象建築物が異なります。

詳細については、当財団のホームぺージを

ご覧ください。

問

。大阪府他 17府県

干540- 0012 大阪市中央区谷 III T2- 3- 12 マルイト谷 IIfJ ピル2F http: //www. gbrc. or.jp  

TEL: 06- 6943- 4680 FAX: 06- 6943- 4681 MAI L:  hantei @gbrc.or. jp 

国土交通大臣指定確認検査機関

株式

会社 ジェイネツ ト

|指 |定 |確 |認 |検 |査 |機 |関

本 社

干660- 0807

兵庫県尼崎市長洲西通 1 丁 目 3- 26

尼崎ステーショ ンピル 6F

( JR 尼崎駅南側)

TEL 06- 6482- 3561 

FAX 06- 6482- 361 0  

堺支所

干590- 0079

大阪府堺市堺区新町 5番 10 号

堺東 メディ カルビル 3F

( 堺市役所南側)



確認検査機関・住宅性能評価機関国土交通大臣指定第 1 5号

Ｍｅ ・ ｾ］ｾｉｉ］［Ｚ 歪副司 ｉｾｉｉ 司 ［ＺＱｾ 陪 Ｓ 回目・｝国間圃回 ［Ｚｻｉ ・ ｾＺｉｉｉ ＺＺＺｉ咽四 ｊ［Ｚ 四・畑四国ｼ・到 ［ＺＱ ・ ｅ ・・

株式会社国際確認検査センター

確認検査業務

日本全域

①建築基準法に基づく建築確認

②建築基準法に基づく中間検査及び完了検査

③住宅金融公庫融資住宅の設計審査・現場審査

④住宅金融公庫の証券化支援事業の適合証明業務

⑤国際業務部・・- 外国の建築確認制度に関わる業務

全ての用途・規模の建築物

建築設備( 全ての昇降機類を含む〉

対象建築物

- 工作物

住宅性能評価業務

日本全域
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あらゆる構造の全ての住宅対象建築物

指定性能評価機関

日本および外国の全域

①6 0 mを超える超高層建築物等の評価

②6 0 mを超える工作物等の評価

業務区域

業務内容

業務区域

業務内容

業務区域

業務内容

大阪市中央区北浜3 丁目7 番 1 2号

東京建物大阪ピル 干541 - 0041 
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三仕コス株式会社
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本 社/ 干103- 0016 東京都中央区日本橋小網町6番7号 (第2山万ビル)

T E L  03  (3 6 6 0)  0 7 7 7  (代表)

大阪蛍業本部/ 〒553- 0003 大阪市福島区福島7丁目20番1号 (K M西梅田ビル)

T E L  0 6  (6455)  2411 (代表)
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